
豊田合成環境・社会報告書 



豊田合成では、2000年度より「環境報告書」を毎年発行し、当社及び国内外関係会社の環境への取り組みについて、 

ご理解を深めていただけるよう情報の開示に努めて参りました。 

2004年版からは、「環境・社会報告書」と名称を改め、「社会的側面」について報告範囲を拡大いたしました。 

なお、本報告書作成にあたっては、環境省の「環境報告書ガイドライン（2003年度版）」を参考にしています。 

当社では、本報告書を通じて、読者の皆さまとのコミュニケーションを深めていきたいと考えています。 

そのため、本報告書にアンケートを添付していますので、ぜひ率直なご意見・ご提案をお聞かせくださいますようお願いいたします。 

１９４９年６月１５日 

２８０億円（２００５年３月現在） 

５,３４８名（２００５年３月現在） 

自動車・搬送機器・船舶等の各種輸送機器用、農業機械・建

設機械・工作機械用、情報通信機器・家庭電気機器用および

介護機器・医療機器・住宅機器用のゴム・合成樹脂・ウレタン

製品／半導体および半導体応用製品／電気・電子部品／接

着剤の製造ならびに販売、コンサルティング、研究開発 

愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑1番地 

技術センター 

春日、森町、平和町、稲沢、尾西、西溝口工機 
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東京、大阪、広島、宇都宮 
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■豊田合成会社概要（２００５年３月現在） 

２,９８２億円（営業利益 ９９億円） 

１１７.２億円 

７７.２億円 

５８.３９円 

 

売 上 高  

経 常 利 益  

当期純利益  

１ 株 当 り  
当期純利益  

■営業状況（単独：２００４年度決算　２００４年４月～２００５年３月） 
 

■連結決算の推移 

■報告書の対象範囲  
豊田合成の全事業所及び国内外関係会社（国内８社、海外１６社） 

※国内外関係会社報告対象企業 
国内：豊田合成九州、一榮工業、日乃出ゴム工業、豊信合成、東郷樹脂、海洋ゴ

ム、中勢ゴム、塩田化成 
海外：TGミズーリ、TGケンタッキー、TGオートモーティブシーリングケンタッ

キー、ウォータービルTG、TGミント、英国豊田合成、TGフルイドシステ
ムズUK、TGチェコ、豊裕、豊田合成タイランド、豊田合成ラバータイラ
ンド、ブリヂストンTGオーストラリア、TGキルロスカオートモーティブ、
天津豊田合成、TGフルイドシステムズUSA、TGカリフォルニアオート
モーティブシーリング 

■報告書の対象期間 
２００４年４月１日～２００５年３月３１日（一部２００４年３月以前も含む） 

■次回発行時期 
２００６年夏 

●利益 
（億円） 
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経営理念・ビジョン  

環境取り組みプラン  

環境基本方針・環境組織体制  

第３次環境取り組みプラン 

事業活動に伴う環境への影響 

ISO１４００１ 

環境監査・環境教育 

環境会計 

環境保全活動　グリーン調達 

エネルギー（CO2）低減活動 

リサイクル・廃棄物低減活動 

環境負荷物質低減活動 

物流の合理化 

国内外関係会社の取り組み 

事業部のハイライト 

内外装部品事業部 

ボディシーリング事業部 

機能部品事業部 

セーフティシステム事業部 

オプトE事業部 

特機事業部 

コンプライアンス 

社会貢献・コミュニケーション活動 

従業員との関わり 

環境データ 

トップメッセージ 03 ｢グローバルシステムサプライヤー｣
を胸に、地球環境保全に向けた開発
テーマを加速させます 

I n d e x

１１３.８ 

’９９年度 

２０５.４ 

１１７.６ 

’００年度 

２２５.９ 

’０３年度 

経常利益　　　 当期純利益 

０ 

１００ 

２５０ 

１５０ 

５０ 

２００ 
１９７.０ 

１７２.５ 

’０２年度 

１０５.２ 

４０.５ 

’０１年度 

１２６.７ 

１７４.６ 

’０４年度 

１０５.８ 

１７８.６ 

※ 財務上の連結対象会社 

国内：豊田合成九州、一榮工業、日乃出ゴム工業、豊信合成、東郷樹脂、海洋ゴム、エフティエス、TGロジスティクス、TGウェルフェア、TGメンテナンス、ティージーオプシード 
海外：豊田合成ノースアメリカ、TGミズーリ、TGケンタッキー、TGオートモーティブシーリングケンタッキー、フューエルトータルシステムズカリフォルニア、ウォータービルTG、TGミント、英国豊田合成、

TGフルイドシステムズUK、TGチェコ、豊裕、豊田合成アジア、豊田合成タイランド、豊田合成ラバータイランド、ブリヂストンTGオーストラリア、TGキルロスカオートモーティブ、天津豊田合成、 
豊田合成ホールディングス、TGパーソネルサービスノースアメリカ、TGRテクニカルセンター 
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環境マネジメント 

 

 

 

 

 

 

環境保全への取り組み 

 

 

 

 

関係会社の取り組み 

各事業部の取り組み 
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環境データ 
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●売上高 
（億円） 

０ 

１０００ 

２０００ 

４０００ 

５０００ 

３０００ 

’９９年度 

２,６７６ 

’００年度 
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３,９６９ 

’０２年度 

３,４４８ 

’０１年度 

３,０３０ 

’０４年度 

４,３５５ 



　現在、地球環境問題は、年々その深刻さを増しています。いまや、国家のみならず企業や市民一人ひとりが、

国際的な協調のなかでこの課題に取り組むことが求められています。私たち豊田合成グループは、自動車産

業という基幹産業に携わる社会的な立場から、こうしたグローバルに進展する環境保全の動きに呼応して、

年々その取り組みを強化してきました。２００４年度においても、技術開発や生産、流通等の現場において、環

境対応技術・製品開発やリサイクルの促進、廃棄物の削減、CO2排出量の低減等に向け、多彩なアプローチ

で取り組んできました。しかし、人類のため地球環境のために、やるべき開発テーマはまだ数多く残されてい

ます。なお一層、豊田合成グループの技術力を結集し、地球環境保全に寄与する、人類が理想とするクルマ

づくりに貢献していく考えです。 

　豊田合成グループは創業以来、自動車部品を中心にゴム、樹脂などの高分子材料を扱うモノづくりの専門

メーカーとして事業を展開してきました。経営理念に｢環境との調和｣｢社会との共生｣をうたい、“環境への

対応なくして、企業の将来はない”という認識のもと、環境との調和を考えた企業活動を進めてきました。

現在では、グループ全体のめざすべき企業像として｢魅力ある商品の提供を通じ、お客様に感動を与えるグ

ローバルシステムサプライヤー｣を、｢TG２０１０ビジョン｣に掲げ事業活動を推進しています。これを実現する

柱が｢製品技術力の向上｣｢生産技術力の改善・改革｣｢グローバル供給体制の充実｣です。そのすべての活動

が環境との調和、地球環境保全と分かちがたく結びついていることを十分に意識して、企業活動に邁進して

いきたいと考えています。 

　ここに、２００５年版｢環境・社会報告書｣を作成しました。この報告書では、環境保全への取り組みや各事業

部それぞれの取り組みに加えて、コンプライアンスや社会貢献・コミュニケーション活動など、社会的な取り

組みについても報告しています。多くの方に本報告書をご覧いただき、豊田合成グループの取り組み姿勢と

活動内容を、ご理解いただければ幸いです。皆さまの率直なご意見をお待ちしております。私たちは、これか

らも環境との調和・共生を最優先課題として事業活動に取り組んでいきます。 

｢グローバルシステムサプライヤー｣を胸に、 

地球環境保全に向けた開発テーマを加速させます 

取締役社長 

トップメッセージ 
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企業理念 1

企
業
理
念 

経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
 

1●技術シーズの充実と、お客様ニーズを先取
りした創造的な研究開発ならびに開発・生準
リードタイムの短縮 

●事業領域や技術分野での選択と集中による
コア技術の強化（CAE、材料、金型、LED
チップ、リユース・リサイクル等） 

●パートナーとの協業、戦略分野でのアライア
ンス（提携）による事業領域の拡大 

高付加価値商品の開発と提供 

3●４極の地域特性に応じた、開発、設計、生産、
販売機能の現地化推進 

●グループ会社間での、生産と人的資源の
相互補完によるグローバル供給体制の確立 

●成長市場（地域）へのタイムリーな進出・
拡充による新たな商権の確保 

世界最適供給体制の整備と充実 

2●自働化の推進による自工程完結型の品質保証 

●ジャストインタイムの実践による生産リードタイムの短縮 

●革新的な生産技術開発・工法を取り入れた無駄のない 
　生産工程づくり 

●地球環境・働く人に優しい安全でクリーンなモノづくりの追求 

基本にこだわるモノづくりの徹底と進化 

企業体質を強化し、経営の革新を進め、高分子分野の専門メーカーとして 
世界一・日本一製品づくりを推進し、着実に成長する。 1

2
3
4
5
6

時代を先取りした研究と開発に努め、モノづくりの技術を高めて、 
お客様に満足していただける魅力ある商品・サービスを提供する。 

労使相互信頼・責任を基本に、社員の個性を尊重し、個人の創造力・チャレンジ精神と 
チームワークによる総合力を高めて、活力と働きがいのある企業風土をつくる。 

内外の法、国際ルール及びその精神を遵守し、オープンで公正な企業行動を実践して、 
社会から信頼される良き企業市民をめざす。 

クリーンで安全な商品の提供を使命とし、環境保護と安全の問題を先取りし、 
循環型社会の実現に向け積極的に取り組む。 

グローバル企業として、地域に根づいた事業活動を行い、 
産業・経済・社会の発展に貢献する。 

着 実 な 成 長  

お 客 様 の 満 足  

人 間 性 の 尊 重  

社 会 と の 共 生  

環 境 と の 調 和  

国際社会との融和 

限りない創造　社会への奉仕 

TG 2010 VISION
Back to the Basics, Build for the Future

企業は、地球や社会から様 な々資源を借り、社会に寄与するべく生かされている存在です。当社ではこの考え方から、経営理念

に「人間性の尊重」「社会との共生」「環境との調和」を掲げ事業活動を推進しています。また、この経営理念のもと、当社の

2010年のあるべき姿を示した、「TG2010ビジョン」を策定。このビジョンの実施に向かって、豊田合成グループは一丸となって事業

活動に取り組んでいきます。 

経営理念・ビジョン 

経営理念 

めざす企業像 
魅力ある商品の提供を通じ 
お客様に感動を与える 

グローバルシステムサプライヤー 
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環境マネジメント 2
人と地球にナイスリー

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

環
境
取
り
組
み
プ
ラ
ン
　
環
境
基
本
方
針
・
環
境
組
織
体
制
 

環境組織体制 

環境基本方針 

環境委員会、各分科会から工場等への展開は、各工場ISO１４００１
システム等に従い専門委員会を設置し対応しています 

より高い目標への挑戦 

創業 
環境へ配慮した 
モノづくり 

１９９３年 
第１次 環境取り組みプラン 

策定 

１９９６年 
第２次 環境取り組みプラン 

策定 

２００１年 
第３次 環境取り組みプラン 

策定 

１９９１年 
ナイスリー委員会 

設置 

人と地球にナイスリー

環境管理体制強化 

廃棄物量５０%減（'９１年度比） 

代替フロン・トリクロロエタン全廃 

国内主要工場ISO１４００１取得 

環境会計 

環境教育強化 

廃棄物量７５％減（'９１年度比） 

塩素系溶剤全廃 

遵法管理 

特定フロン全廃 

CO2総排出量'９０年度比５％低減 

マテリアルリサイクルの拡大 

埋立廃棄物ゼロ継続 

豊田合成グループISO１４００１取得 

当社では1993年度より「環境取り組みプラン」をスタートさせ、段階的に内容の充実を図り実行してきました。現行の「第３次環境

取り組みプラン」では、「持続的発展が可能な社会形成」をめざし、地球環境との調和、循環型経済社会の実現に向けたより高

い目標を掲げ、国内のみならず海外を含む豊田合成グループ各社が連携を図りながら、環境に配慮した取り組みを着実に実践し

ています。 

環境取り組みプラン 

開発・生産・販売の事業活動から廃棄

までのすべての段階で、環境と深く関

連していることを認識し、社内全部門

はもとより、関係会社、海外拠点、仕入

先を含めたTGグループとして、顧客・

行政などとも協力・連携し、環境に配

慮した事業活動を行う。 

良き企業市民として、地域・社会の環

境活動に取り組むとともに、各団体の

環境活動への参加、支援・協力を行う。

また、社員一人ひとりが地域・社会の一

員として環境活動に取り組むための啓

蒙・啓発を行うとともに、社会貢献・ボ

ランティア活動を支援する。 

こうした取り組み活動の情報を広

く発信するとともに、各層からの

意見を聴取し、さらなる改善活動

に努める。 

1 2 3環境に配慮した事業活動の推進 企業市民としての取り組み 

２００４年、より円滑かつ厳重なチェック推進のために、環境組

織体制を刷新しました。当社社長を委員長とする「環境委員

会」が、豊田合成グループとして環境（製品・技術、生産、品

質保証）に関する方針決定と展開状況の監査および重要事

項の審議・決定を行い、「環境委員会」の下、各分野別に配置

された分科会、連絡会が専門的な視点から環境保全活動を

進めています。これにより、経営と事業現場の情報共有がよ

りスムーズに行われるようになり、総合的な環境マネジメン

トがより促進されるようになりました。 

※SOC:Substance of Concern（環境負荷物質） 

環境委員会 
委員長：取締役社長 

製品・技術環境分科会 

〔環境配慮の製品・技術開発の推進管理〕 

生産環境分科会 
生産工程から排出物を出さない 
施策、技術開発の推進管理 

仕入先環境連絡会 
国内関係会社、主要仕入先の 
環境連結管理と指導・支援 

海外事業体環境連絡会 

〔海外事業体の連結環境管理〕 

SOC※規制対応・品質システム分科会 

〔SOC規制対応と品質管理システム整備〕 

製品 
分野 

生産 
分野 

品質 
分野 
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環境マネジメント 2

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

第
３
次
環
境
取
り
組
み
プ
ラ
ン
 

行動指針  
項　目 取り組み方針  

実施事項  

（
1
）環
境
保
護
に
資
す
る
車
両
搭
載
製
品
の 

積
極
的
な
提
案
と
開
発 

 

（
2
）環
境
保
護
に
関
す
る 

社
会
動
向
へ
の
対
応 

 

１.高分子製品の専門メーカーとして、

環境対応技術・製品の積極的な開発

と提案 

２.排出物を出さない生産活動の追求 

３.関係会社、海外拠点、仕入先を含め

たTGグループとしての協調、連携し

た活動展開 

４.社会の一員として、社会的な取り組

みへの参画と社員一人ひとりの社会

貢献活動への参画、支援の実施 

５.地域・社会やTGグループに向けて積

極的な環境情報の発信 

国 

内 

海 

外 

①燃費の向上 

②ガソリンベーパー※1の排出低減 

③クリーンエネルギー車への対応 

④部品リサイクル性の向上 

⑤車の騒音低減 

①環境に優しい、負荷の少ない 

　製品、技術開発 

②環境負荷物質の管理・低減 

● ISO１４００１ 認証取得活動推進 
● グリーン調達の推進 

● ISO１４００１ 認証取得活動推進 

①地球温暖化防止対策の推進 

②環境負荷物質の管理・低減 

③廃棄物低減と省資源 

④物流合理化の推進 

①連携支援活動の充実 

①循環型社会づくりへの参画 

②社会貢献活動への参画、支援 

③全社員への教育、啓発活動 

①広報活動、情報開示の推進 

● 環境負荷物質の計画的削減  

 

● 燃費向上に対応した軽量化部品・アッセンブリーの開発 

● 規制に的確に対応した製品・技術の開発 

● 脱ガソリン燃料に対応した新規部品の開発 

● 使用済み自動車部品リサイクル性向上のための技術開発 

● 車の騒音低減に寄与する製品・技術の開発 

● 資源の有効活用および自然循環型素材の活用 
● LCA※2の推進 

● 製品含有物質管理の定着化・拡充 

● CO2低減対策の積極的な推進 
 CO2 総排出量の低減： '０５年度末までに'９０年度比５%低減 

● PRTR※3対象物質の自主的な低減 
   PRTR対象物質排出量の低減： '０５年度末までに'９８年度比５０%低減 

● ゼロエミッションをめざした廃棄物低減、省資源活動の推進 
  埋立廃棄物： '０３年度末までにゼロ 

● CO2排出量低減、梱包資材の低減に向けた 

  物流合理化の積極的推進 
  CO2総排出量の低減： '０５年度末までに'９７年度比１５%低減 

  梱包包装材の使用量低減： '０５年度末までに'００年度比２０%低減 

● 使用済み自動車部品リサイクル技術・用途開発 

● 各種地域活動や環境団体への参画・支援 

● 環境教育の充実・推進 

● 環境コミュニケーション活動の充実 

第３次環境取り組みプラン（２００１年度～２００５年度） 

※1　ガソリンベーパー： ガソリンから揮発した蒸気 
※2　LCA： Life Cycle Assessment（ライフサイクルアセスメント） 
※3　PRTR： Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度） 
※4　Eco-Vas: Eco-Vehicle Assessment System（車両開発責任者による新しい車両環境評価システム） 

※5　IMDS： International Material Data System 
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主な取り組み 掲載ページ 

 

IMDS※5対応推進W/Gにより各顧客への入力開始、全顧客に対応 

環境負荷物質非含有エビデンスへの取り組み強化 

小学生・小学校教諭の工場見学会実施 

マスコミ・アナリスト向け工場見学会の実施　他 

ストライプタイプ無反射ダクトの開発 

EPDMエアクリーナホースの開発 

燃料低透過フューエルキャップの開発 

天然ガス自動車オールコンポジット製燃料タンクを開発 

解体しやすいアシストグリップの開発 

エアクリーナーホースのTPO化 

LCA推進W／Gによりインベントリーデータ収集、LCA評価方法の標準化、事例解析等実施 

Eco-Vas※4対応のための社内体制強化、開発部品のLCA評価への取り組み 

センタークラスター水系塗料の開発 

EPDMエアクリーナホースの開発 

フューエルキャップのレーザーマーキング 

ハンドル用芯金接着剤のトルエン削減 

ニーエアバッグの開発 
●２００４年６月中にカチオン電着塗料中の鉛化合物全廃達成 

 

春日工場へのコージェネ導入 

照明・空調機器の高効率化 
●CO2排出量：１１.９万t-CO2/'０４年度 

オープニングトリムウェザーストリップコーナー成形レス 

インマニガスケット成形時の廃棄物低減 

排水処理汚泥の低減 
●豊田合成全事業所での埋立廃棄物ゼロ継続／焼却廃棄物ゼロに向けた活動を継続 

マテリアルリサイクル拡大継続 

 

●海外関係会社対象を８社から１６社に。拡大拠点順次取得を推進 

マテリアルリサイクル技術実証と適用先の目途付けを継続実施 

交通安全キャンペーンへの参画・事業所周辺の清掃・各種ボランティア活動他 

 
階層別、内部監査員向け・新任監督者向け他各種環境教育の実施 

不織布フェンダーライナーの開発 

ストライプタイプ無反射ダクトの開発 

●国内関係会社８社の認証取得完了 

グリーン調達ガイドライン第２版を策定。取引先企業に説明会を実施 

P

P

P

― 

―

― 

P

P

P

P

P

P

P

P

P

31

P10

24

24

P

P

21

24

― 

― ― 

―

― 

P12

21

24

25

26

26

16

16

13

P17

P

P

P

22

25

15

P18

P26

14

 

P12

P9・19

P9・19

P30・31

発生源対策による排出量抑制 
●PRTR対象物質排出量：３８３t/'０４年度 

●CO2排出量：１１.７千t-CO2/'０４年度 

包装材そのものの要否と梱包形態を見直す活動の徹底 

顧客近隣での現地生産シフト 
●梱包包装材使用量：１７４t/'０４年度 

ハンドル用リターナブルパレットの採用 
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事業活動 取り組み課題 

水資源投入量 

工業用水 

上水 

地下水 

190万ｍ3 

96万ｍ3 

27万ｍ3 

67万ｍ3

PRTR対象物質 768t

インプット 

総エネルギー投入量 

購入電力 

都市ガス 

LPG 

重油 

304万GJ 

156万GJ 

92万GJ 

3万GJ 

53万GJ

原材料・副資材 

樹脂、ゴム、金属　他 

● CO2排出量の低減 

● 環境負荷物質の削減 

● 廃棄物低減 

● 省資源活動の推進 

製品製造 

● 燃費の向上 

● ガソリンベーパーの排出低減 

● クリーンエネルギー車への対応 

● 部品リサイクル性向上 

● 車の騒音低減 

● LCAの推進 

● 環境負荷物質の削減 

開 発  
設 計  

● グリーン調達の推進 資材調達 

● 物流合理化の推進 輸 送  

● 使用済み自動車部品 
リサイクル性向上 

再 利 用  
再 使 用  

● 燃費の向上 

● 環境負荷物質の削減 

使 用  

アウトプット 

総排水量 

 

167万m3 

0.2ｔ 

廃棄物等の排出 

埋立廃棄物量 

焼却廃棄物量 

マテリアルリサイクル量 

PRTR対象物質移動量 

 

0ｔ 

231ｔ 

10,200ｔ 

79ｔ 

大気への排出 

CO2 

SOx 

NOx 

ばいじん 

PRTR対象物質排出量 

 

11.9万t-CO2 

57t 

258t 

10t 

383t

製品 

 

内外装製品 

ボディシーリング製品 

機能部品 

セーフティシステム製品 

オプトエレクトロニクス製品 

家庭電気機器用部品　他 

PRTR対象物質排出量 

当社は、自動車の部品メーカーとして、開発・設計段階から調達、製造、輸送、使用、再利用、廃棄に至る製品のライフサイクルで、

環境に与える影響を正確に把握すると同時に課題を明らかにし、環境への取り組みに活かすよう努めています。今後も、製品の

リサイクル性を推進するとともに、より的確な環境負荷低減に向けた活動を進めていきます。 

事業活動に伴う環境への影響 

事業活動における２００４年度の資源投入と環境への排出 
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Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1

審査機関 

春 日 工 場  

森 町 工 場  

平和町工場 

稲 沢 工 場  

尾 西 工 場  

財団法人 

日本品質保証機構 

（JQA)

取得時期  

更新審査（２回目） 

更新審査（２回目） 

定期審査 

更新審査（２回目） 

更新審査（２回目） 

'０４年度 

定期審査 

定期審査 

定期審査 

定期審査 

定期審査 

'０５年度予定 主力工場名  

■国内主力工場取得状況 

'９９年度 

'９８年度 

'９７年度 

'９９年度 

'９８年度 

 

ISO１４００１は、企業活動と環境との調和を考える上で、重要なシステムです。 

当社では豊田合成グループ全体で、このISO１４００１による環境マネジメント

システムの整備、充実を図っています。 

ISO１４００１ 

国内主力工場ではISO１４００１の取得を

すべて完了しており、継続的な改善に向

けて日々活動しております。 

国内主力工場取得状況 

国内外関係会社での ISO１４００１取得を進めており、国内関係会社８社についてはす

べて取得。海外関係会社は２００４年度対象を８社から１６社に拡大し、ISO１４００１取得

を順次進めています。 

国内外関係会社の取得状況 

国内関係会社 
 

海外関係会社 
 

Tianjin Toyoda Gosei Co., Ltd. 
ISO１４００１取得登録証 

●取得済み　●２００５年度取得予定　 

●豊田合成九州株式会社　●一榮工業株式会社　●日乃出ゴム工業株式会社　●豊信合成株式会社　 

●東郷樹脂株式会社　　　●海洋ゴム株式会社　●株式会社中勢ゴム　　　　●塩田化成株式会社 

ISO１４００１ 

継続的改善 

スパイ
ラルア

ップ 

Plan 
環境方針／企画 

Do 
実施と運用 

Check 
チェックと是正活動 

Action 
経営層による見直し 

● Toyoda Gosei UK Ltd. 

●Toyoda Gosei Fluid 
　Systems UK Ltd. 
　〔U.K.〕 

 

●Fong Yue Co.,Ltd. 
　〔Taiwan〕 

●Toyoda Gosei (Thailand) Co.,Ltd. 

●Toyoda Gosei Rubber (Thailand) 
　Co.,Ltd. 
　〔Thailand〕 

●TG Fluid Systems USA  
　Corporation 

● TG Kentucky,LLC 

●TG Automotive Sealing  
　Kentucky, LLC 

● TG Missouri Corporation 

●TG California Automotive  
　Sealing, Inc. 
　〔USA〕 

●TG Minto Corporation 

●Waterville TG Inc. 
　〔Canada〕 

●TG Kirloskar Automotive Ltd. 
　〔India〕 

●Bridgestone TG Australia Pty. Ltd. 
　〔Australia〕 

 

●Tianjin Toyoda Gosei Co., Ltd. 
　〔China〕 

●Toyoda Gosei Czech,s.r.o. 
　〔Czech〕 
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環境マネジメントシステムの継続的な改善の実施状況を確認するため、当社では、「内部環境監査」と「外部環境審査」を実施し

ています。環境に関する取り組みが「環境マニュアル」や規定類通りに適切に運用されているかを厳重にチェックするためのもの

です。特に「内部環境監査」は、当社独自の監査システムで、第三者的な視点に立った厳しい監査を行っているのが特徴です。 

環境監査 

新入社員が入社当初から環境への意識をもって仕事をする

ように、「環境・社会報告書」を活用しながら環境教育を実施

しています。 

一般従業員教育はもちろんのこと、新任監督者に対しても

一般従業員を指導するという立場で「何を指導すべきか」を

重点に教育を行っています。それにより部下の活動を指導

する際、常に環境に対する視点をもち、より確実な環境管理

活動を実践しています。 

監査の独立性を確保するため、当社では年1回の「内部環境

監査」を監査対象工場以外の監査員からの選抜メンバーに

より構成、実施しています。この方法により、監査の信頼性が

高まると同時に、対象工場

と監査員が所属する工場

の双方のレベルアップが図

られるという効果も上げて

います。 

２００４年度から、すでに登録した監査員に対してもさらなるス

パイラルアップをめざし監査員スパイラルアップ教育をスタ

ートさせました。監査員は日常、環境管理の中心として活動

していることが多いので、教育により内部監査員がレベルア

ップするだけでなく、日常の環境管理活動もより確実なもの

となります。教育の内容としては、①新規法動向情報 ②内部

監査のノウハウ ③最近の先進的なシステムの紹介などです。

この活動は社内だけでなく関係会社にも展開しております。 

外部環境審査（森町工場） 

内部環境監査 

企業の環境への取り組みを推進するのは、社員一人ひとりの意識の高さと行動であると考えます。そのため当社では、社員の職

務内容と役割に応じた「ISO１４００１を軸とした各階層別教育」をはじめとした各種環境教育を実施し、社員一人ひとりが日常的

に“環境意識”を持って仕事に取り組むように、教育の徹底を図っています。また、各種啓発活動を行うなど、環境に対する意識と

活動の充実に努めています。 

環境教育 

外部環境審査 

新入社員環境教育 

社員一人ひとりが、環境に関する意識を常に持ち、日常業務

での行動に活かすようにすることを目標に推進しています。

管理･監督者をはじめ環境スタッフ、環境重要設備に関わる

従業員、さらには一般従業員にいたるまで環境知識と技術の

習得を図るとともに、年数回の緊急訓練も並行して行ってい

ます。また、新規内部監査員の育成においても、ケーススタ

ディを中心とした実践的な教育を積極的に展開しています。 

ISO１４００１を軸とした各階層別教育 

内部監査員教育 

新任監督者教育 

環境月間や省エネ月間の機会に、廃棄物置場の点検や省エ

ネ点検などを主体とした活動で、広く従業員や関係者に啓発

を図っています。 

啓発活動 

毎年、環境マネジメントシステムに関して、ISO１４００１に従っ

た適切な運営が行われているかを確認してもらうため、社外

の審査登録機関である（財）日本品質保証機構（JQA）に審

査を依頼しています。２００４

年度は、審査を受けた当社

全工場で、特に指摘はあり

ませんでした。 

内部環境監査（森町工場） 

内部監査員教育 
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環境会計は、環境保全に要した環境コスト（投資や費用）に対し、どれぐらいの効果（経済効果と物量効果）があったかを示すツ

ールです。コストと効果を把握・分析することで今後の経営に活かすとともに、株主などのステークホルダーの皆様に環境の視点

から情報を開示することを目的としています。２００２年度分より、国内関係会社での集計も行い、集計内容の充実に努めています。 

環境会計 

（年度） 

※'９９～'０１年度は豊田合成単独のデータ 

■環境コストの推移 ■経済効果の推移 

（億円） 

０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 

３０ 

２５ 

（年度） 

※'９９～'０１年度は豊田合成単独のデータ 

（億円） 

０ 

５.０ 

４.０ 

３.０ 

２.０ 

１.０ 

■環境コスト ■効 果 

※１　環境負荷低減に資する製品の研究開発に要した設備費、経費、人件費 
※２　公害防止、省エネ、廃棄物処理など生産で生じる環境負荷低減に要した設備費、 
　　  経費、人件費 
※３　教育、環境マネジメントシステム維持、測定等管理に要した経費、人件費 
※４　緑化、美化など社会的取り組みに関する経費 

豊田合成  国内関係会社８社合計 コスト分類  

（単位： 億円） 

２.７ 

１９.２ 

１.４ 

０.１ 

２３.４ 

 

 

 

 

合　　計  

１. 

２. 

３. 

４.

※1 

※2 

※3 

※4

ー 

３.７ 

１.３ 

０.１ 

５.１ 

研 究 開 発コスト  

事業エリア内コスト 

管 理 活 動コスト  

社 会 活 動コスト 

豊田合成  国内関係会社８社合計 
項　　目 

（単位： 億円） 

２.２ 

０.９ 

３.１ 

 

 

合　　計  

１. 

２.

１.０ 

０.５ 

１.５ 

エ ネ ル ギ ー 費 用  

廃 棄 物 処 理 費 用  

※５　効果の算出は確実な根拠に基づき把握が可能なものについての効果集計分です 
※６　物量効果は、豊田合成単独分のみで算出 

物量効果 ※6

経済効果 ※5

項　　目 

１２,９１８t-CO２ 

１,９９６t 

P３４からの環境データ参照 

１. 

２. 

３.

温暖化防止（CO２削減量）  

廃棄物低減（廃棄物削減量） 

遵法活動 

'９９ '００ '０１ '０２ '０３ '９９ '００ '０１ '０２ '０３ '０４ '０４ 

豊田合成 国内関係会社８社合計 豊田合成 国内関係会社８社合計 

２００４年度の集計結果 

当社の２００４年度の環境コストは、環境省のガイドライン（２０００年版）を参考に集計した結果、当社２３.４億円、国内関係会社５.１億円と

なり、対する効果（単年度）は、当社３.１億円、国内関係会社１.５億円となりました。内訳を見ると、コージェネレーションシステム導入

等による環境コスト（事業エリア内コスト）に対し、エネルギー費用等を大きく削減することができました。また、廃材の発生源対策

等により廃棄物処理費用も削減することができました。今後も効果に繋がる投資を一層促進し、確実に成果に結びつけていきます。 
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3 環境保全への取り組み 

グリーン調達 

環境調和型の企業活動を推進す

るためには、環境負荷の少ない原

材料や資材などの調達等、サプラ

イチェーンとしての取り組みが重

要です。当社では、２００２年３月に

「豊田合成グリーン調達ガイドラ

イン」を策定。２００４年度、さらに

社会の動向等を考慮し、豊田合成

グループ全体として「環境問題を絶対発生させない」という

意志のもと、より実効力あるガイドラインに改正しました。①

環境マネジメントシステムの構築、②環境負荷物質の管理の

２点にポイントを置き、取引先への活動指針となるようにま

とめています。また、改正グリーン調達ガイドラインの浸透

のため、取引先企業約５００社を集めて、２００５年２月に説明会

を実施しました。 

さらに２００４年度は、ISO１４００１未取得取引先から重点会社

を選び、取得の指導を行い環境管理活動のレベルアップを

をめざしてまいりました。この活動は、継続的にISO１４００１

未取得取引先に対して展開していきます。 

ナイスリー活動  

人と地球にナイスリー

「人と地球にやさしい環境づくり」に向け、地球環
境保護、資源の有効活用の観点から「つくらない（つ
かわない）」「すてない」「まかせない」の3点を
活動の基本とし、3つの“ない”を合言葉にして“ナ
イスリー”としました。「人と地球にナイスリー」は、
豊田合成の環境活動のトレードマークです。 

ナ イ  

ナ イ  

ナ イ  

（ つ か わ ）  
つ く ら  

す 　 て  

ま か せ  

■グリーン調達ガイドライン第2版のポイント 

①環境マネジメントシステムの構築 

取引先におけるISO１４００１の取得または同レベルの環境マネジメ
ントシステムの構築 

● 

②環境負荷物質の管理 

ILRSリスト※（製品主体）、TG独自リスト（工程主体）をベースとし
た使用禁止物質、申告物質を提示 

構成材料・成分報告書〔部品用〕、化学物質成分報告書〔原材料・副
資材用〕帳票改訂 

● 
 

● 

グリーン調達説明会 

目標達成状況確認 目標値設定 

生産開始 設計・試作 車両企画 

目標達成状況チェック、評価結果フィードバック 

※１　LCA：資源採取から廃棄までの製品の一生の中で、製品が使用するエネルギー、資源と製品が排出する環

境負荷物質を定量的に分析し、総合的な環境影響を評価する手法 

※２　インベントリーデータ：資源の消費量と環境負荷の数値 

※３　Eco-VAS（Eco-Vehicle Assessment System）：車両開発責任者による新しい車両環境評価システム 

 

【 「Eco-VAS」の実施フロー 】 
車両開発責任者が、企画段階で担当車両の「環境負荷低減目標値」を設定し、開発着手以降、生産開始

にいたる全開発プロセスを通じて、随時目標達成状況をフォロー 

環境保全活動 
当社は、ゴム・樹脂など高分子材料を扱うモノづくりの専門メーカーとして、環境保全とも深い関わりのあることを認識し、「人と地

球にナイスリー」を活動テーマに掲げています。環境保全への取り組みとしては、「エネルギー（CO2）低減活動」「環境負荷物

質低減活動」「リサイクル・廃棄物低減活動」を柱に、「物流の合理化」「グリーン調達」を加え豊田合成グループ全体で取り組

んでいます。さらに、環境負荷をトータル的に捉え、最も効果的、効率的に低減していく観点から活動を見直していく必要があり、

LCA※1（ライフサイクルアセスメント）を導入して、２００５年度までにLCAを開発段階のツールとして定着化させるため、２００２年８月

に「LCA推進W/G」を新設、インベントリーデータ※2の収集、LCA評価方法の標準化、事例解析等を実施しております。また、トヨ

タ自動車様の「Eco-VAS※3」に対応し、社内体制強化も含め開発部品のLCA評価に取り組んでいきます。 

※ILRSリスト：International List of Reportable Substance：IMDS 

　　　　　　　（International Material Data System）を使用する自 

　　　　　　　動車メーカーが共通して使用する申告物質リスト 
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人と地球にナイスリー

エネルギー（CO2）低減活動 

当社は、基本方針として、無駄を省く（ヤメル、トメル、サゲル、

ヒロウ）ことにより使用エネルギーの絶対量を低減させると

同時に、動力源などをクリーンエネルギーへ置き換える（カ

エル）活動を推進しています。「第３次環境取り組みプラン」

では、２００５年度末までにCO2排出量を１９９０年度比５％減に

することを目標に活動を進めています。２００４年度は各工場

のコージェネレーションシステムの拡充、照明・空調の高効

率化などにより、CO2排出量を前年度比３.３%低減すること

ができました。２００５年度は、ボイラー燃料の都市ガス化等を

図り、CO2排出量目標の達成に向け取り組んでいきます。 

■エネルギー低減活動の推移 

■CO2排出量の推移 

管理・体制 

エネルギー 
置換 

ボイラー燃料を重油から都市ガスに転換 

基準年 '００ '０５ 

'９０ '９６ '９７ '９８ '９９ '００ '０１ '０２ '０３ '０４ '０５ 

C
O
2

排
出
量（
万
t
｜
C
O
2

） 

（年度） 
０ 

１４ 

１２ 

１０ 

８ 

６ 

４ 

２ 

１６ 

２０ 

※CO2換算係数は、次の数値を使用。　 
　換算式：〔kg-CO2〕=〔kg-C〕×３.６７　電力：０.３８１７kg-CO2/kWh　A重油：２.７㎏-CO2/L 
　LPG:３.００９４㎏-CO2/㎏　都市ガス：２.３５７６㎏-CO2/m3

※1「CO2低減」の取り組みレベル： 
　　豊田合成「'９０年度比５%減」、国内関係会社「各社別に目標を設定」 

※データは豊田合成と国内関係会社８社の合計 

エネルギー 
絶対量低減 

●8大エネルギーロス解析 

●第2次環境取り組みプラン 

●省エネ技術水平展開マトリクス 

●ISO14001認証取得 

●油圧ポンプサイクル内間欠 

●エア手元バルブ設置 

●硬化炉排気極小化 ●オリフィス型スチームトラップ 

●射出成形工程の補機一括自動停止 
●高効率照明 
●コンプレッサ負荷追従制御 
●油圧ポンプ負荷追従制御 
●エアブローの低流量化 
 

●ボイラー燃料の転換 
　（重油→都市ガス） 
　（計画） 

●事務所・ビル照明・空調の 
　高効率機器への切替 

●森町工場熱風炉ガス化 

●技術センターコージェネ 
●尾西工場 
　コージェネ 

●稲沢工場 
　コージェネ（計画） 

●エア漏れ対策 

●春日工場 
　コージェネ 

●課別原単位管理 

●第3次環境取り組みプラン 

●エア送気圧低減 
●ヒータ自動入電 

●2次加硫炉ガス化 

●平和町工場 
　コージェネ 

●省エネ5原則 

●油圧ポンプ空転停止 

●ファン・ポンプのインバータ制御 

●温度制水弁 

●森町工場コージェネ 

'０１ '０２ '０３ 

■売上高当りCO2排出量の推移 

基準年 '００ '０１ '０２ '０３ '０４ 

売
上
高
当
り
C
O
2

排
出
量（
ｔ
―

CO2
／
億
円
） 

（年度） 
０ 

５５ 

５０ 

４５ 

４０ 

６０ 

１１.６ 

２.８ 

１１.０ 

５５.８ 

４５.６ 

（年度） 

２.６ 

豊田合成 国内関係会社８社合計 
 

'０４ 

１１.９ 

３.２ 

※1

２００４年度は、各工場でのコージェネレーションシステムの

拡充を推し進めてきました。これに平行し、現在、クリーン

エネルギー（低CO2排出エネルギー）の使用を目標に、重

油から都市ガスへ切り替えを順次行っています。例えば、ボ

イラー燃料の切り替えを進めるなど、CO2排出量の低減を

めざした活動を順次展開しています。 
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環境保全への取り組み 

■新型車対応の自動車部品リサイクル 

取り組み事例  取り組み方策  重点項目 

● リサイクル容易な素材、構成変革 
● 解体容易な製品設計 

１． リサイクルしやすい製品設計 

２． 新規リサイクル技術開発 

３． リサイクル材の車両搭載 

４． 環境負荷物質の削減 

当社は、①ASR※の低減を目的に、車両リサイクル実効率９５

％（２０１５年）とする「ELVに関するEU指令」に対応した樹脂・

ゴム製品の開発、②環境負荷物質の使用削減をめざし、環境

負荷物質が安全基準以下になる車の開発に対応した樹脂・

ゴム製品の開発の２項目を重要課題として捉え推進していま

す。具体的には、既販車と新型車に区分し展開しています。

特に、車両リサイクル実効率９５％をにらみ、新型車への搭載

部品のリサイクル設計に力を入れています。 

※使用済自動車を破砕処理し、鉄くず及び金属くずを選別した後に残る残渣 

● 新規再生処理技術 
● 複合素材分離技術 

● リサイクル用途開発 
● ELV部品リサイクル技術 

● 順法対応、自主的削減 

金属インサートレス化、塗装レス化、オールオレフィ

ン化、ポストPVC材料・非塩素系ゴム材料等 

● 鉛化合物・PVC・六価クロム・環境ホルモン等の削減 
● 車室内VOC低減内装製品等 
● トルエン・キシレン削減（水系塗料、接着剤等） 

EPDM再生ゴム化（連続押出脱硫方式）、３層インパ

ネ表皮リサイクル（ハイドロサイクロン他）、フッ素ゴ

ム加硫物リサイクル等 

エアバッグ基布端材のリサイクル（エンジンカバー、

ナイロンパイル、フェンダーライナー）、リサイクル

PET吸音材、リサイクルPETエンジンカバー等 

「ELVに関するEU指令」、国内「自動車リサイクル法」を考慮に入れ、

ELVリサイクル技術実証と適用先の目途付けを実施 

● 

● 

● 

ホイールキャップ 

ドアガラスラン 

ドアウェザーストリップ 

①ホイールキャップ（コア材） ②高炉還元剤 

①プラグホール ②グロメット ③弾性舗装 

①サンルーフドレインホース ②ゴムマット 

ELVリサイクル適用先目途付けの事例 

■既販車対応の自動車部品リサイクル 

当社は、自動車部品の専門メーカーの社会的責務として、「ELV※に関するEU指令」をはじめ２００５年１月より完全施行された国

内の「自動車リサイクル法」等に的確に対応し、リサイクル技術開発に積極的に取り組んでいます。 

社内で発生する廃棄物の低減に関しては、①発生源対策、②マテリアルリサイクル、③サーマルリサイクルを３本の柱に、より環

境負荷を少なくするため、社内外での幅広い用途のマテリアルリサイクルの拡大を重点的に展開しており、今後豊田合成グルー

プ全体での活動の活発化を図っていきます。 

※ELV（End of Life Vehicle： 使用済み自動車） 

リサイクル・廃棄物低減活動 

ELVリサイクル活動 

ELV部品 リサイクル適用先 
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人と地球にナイスリー

EPDMゴム連続押出脱硫技術（再生ゴム化）開発 

廃プラスチックの 
固形燃料化 

ポストPVC材開発 

脱硫再生材利用拡大 

多層表皮材分離リサイクル技術開発 

ハロゲン系ゴム・樹脂の 
再資源化 

サイドモールリサイクル技術開発 

エアバッグ基布端材リサイクル技術開発 
 2層ガラスアウターのリサイクル技術開発 

バリ無し成形技術開発 
 ゲートレス成形技術開発 

セメント原燃料として売却 
 
 

汚泥を製鉄原材料として売却 

弾性舗装、ゴム 
 マット原料として売却 

ゴム押出製品の 
一般断面共有化 

排水処理 
汚泥の低減 
ハンドル用 
リターナブルパレットの採用 

■廃棄物低減活動の３つの柱と方策事例 

①発生源対策 
・工程内改善 
・技術、工法開発・実用化 

②マテリアルリサイクル 
・社内再使用・再利用 
・リサイクル容易な材料・技術開発、実用化 
・社外で原料として再生利用 フッ素ゴム加硫物のリサイクル技術開発 

溶剤等の再生利用 

ウエス等の固形燃料化 

基準年 

７０００ 

１１ 

'００ '０１ '０２ '０３ 

埋
立
廃
棄
物
量
（
t
）
 

（年度） 
０ 

７０００ 

６０００ 

５０００ 

４０００ 

３０００ 

２０００ 

１０００ 

８０００ 

※基準年、’００年度は豊田合成単独のデータ ※「焼却廃棄物低減」の取り組みレベル： 
　豊田合成「'９８年度比１０分の１以下」 
　国内関係会社「各社別に目標を設定」 

※1　新目標１６０トン（'０４年度設定） 

※データは豊田合成単独 

焼
却
廃
棄
物
排
出
量
（
t
）
 

０ 

１４００ 

１２００ 

１０００ 

８００ 

６００ 

４００ 

２００ 

１６００ 

１８００ 

２０００ 

■埋立廃棄物量の推移 ■マテリアルリサイクル量の推移 ■焼却廃棄物量の推移 

基準年 '０１ '０２ '０３ '０４ '０５ （年度） （年度） 

'９８ '９９ '００ '０１ '０２ '０３ '０４ '０５ 

'０２ '０３ '０７ 

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
量
（
t
）
 

０ 

１３０００ 

１２０００ 

１１０００ 

１００００ 

９０００ 

８０００ 

７０００ 

１４０００ 

（年度） 

'０４ 

１６００ 

２５３ 

１０,２００ 

'０４ 

１６０ 

２３１ ５４ 
７０ 

豊田合成 
国内関係会社８社合計 
 

豊田合成 
国内関係会社８社合計 
 

循環型社会の実現に向けて、当社はグループ一丸となり廃棄物をゼロにす

る活動を進めています。まず、埋立廃棄物に関しては、豊田合成国内全事業

所において、２００２年１２月にゼロを達成しました。また、国内関係会社８社に

おいても、２００５年度末までに埋立廃棄物ゼロを達成すべく、グループで協

調し連携を図りながら取り組んでいます。今後も発生源対策はもちろん、よ

り環境負荷の少ないマテリアルリサイクルの拡大を継続させていきます。 

焼却廃棄物に関しては、豊田合成では昨年改訂した２００５年度の目標（１９９８

年比５分の１以下）をすでに達成したため、さらに高い目標として１９９８年度

比１０分の１以下に定めました（国内関係会社は各社別に目標を設定）。そ

して、最終的には２０１０年度末までに焼却廃棄物も含めて廃棄物ゼロを達

成するため、全社をあげて低減活動に取り組んでいます。 

廃棄物低減活動 

③サーマルリサイクル 
・社外で燃料として再生利用 

排水処理汚泥の低減 

生産工程の変更（りん酸化成工程の縮小）により、

工程排水の水質が大きく変化したため、排水を処

理する薬品の適正注入量を見直した結果、排水処

理時に発生していた汚泥の大幅な低減を図るこ

とができました。見直し前と比較して、年間で４４ト

ンの汚泥低減を実現しています。 

見直し前 見直し後 

１２０ 

７６ 

０ 

年間４４トンの 
汚泥発生量低 
減を実現 汚

泥
発
生
量 

（t /年） 

※1
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環境保全への取り組み 

２０００年１０月に発効された「ELV※1に関するEU指令」では、２００３年７月以降の新造車（継続生産車を含む）での鉛、水銀、カドミウ

ム、六価クロムの使用が原則的に禁止され、この欧州ELV指令のAnnexⅡに伴う使用目的ごとの禁止時期に合わせ各々の全廃活

動に積極的に取り組んでいます。また、それ以外の環境負荷物質に対しても独自の方針・目標を立て、確実に削減を進めています。

また当社では、製品・部品・材料・成分の対応関係がオンラインで管理できるように、従来の化学物質管理システムをさらに発展さ

せ、製品含有環境負荷物質調査（顧客対応）ができるシステムを２００１年度に構築、環境負荷物質管理に大きく寄与しています。一方、

製品構成の材料・環境負荷物質調査のグローバルスタンダード化に伴い、IMDS※２対応については２００３年１０月より、IMDS入力を

開始し、全顧客に対応しています。また、環境負荷物質非含有エビデンス（成分表または分析データ）への取り組みも強化中です。 

※１　ELV：End of Life Vehicle：使用済み自動車 

※２　IMDS：International Material Data System

環境負荷物質低減活動 

■環境負荷物質削減への取り組み 

１９９８年度中に全廃 

２００１年度中に全廃 

２００２年中に全廃 

２００４年６月中に全廃 

 

ゴム加硫剤 

PVC安定剤、滑剤 

加硫接着剤 

カチオン電着塗料 

鉛
化
合
物
 

法
規
制
対
応
 

自
主
規
制
対
応
 

取り組み状況  方針・目標  主要対象物質  区分  

新規使用禁止 

使用量削減目標（１９９８年度比） 

２００５年度： ５０％削減 

使用量削減目標（２０００年度比） 

２００３年度： ４５％削減 

２００４年度： ５０％削減 

２００５年度： ６０％削減 

使用削減 

環境ホルモン 

六価クロム 

全廃済み 

全廃済み 

全廃済み 

全廃済み 

 

PVC、ゴム用可塑剤： フタル酸エステル 

（DOP、DBP等）の代替化 
● ２００５年度目標を達成 
● 欧州新規制（７６/７６９/EEC）対応開始 

（１）材料代替化 

塗料・接着剤・表面処理剤等の用途に対し、 

①洗浄用 ②希釈用 ③主剤用の順位で切り替え 

代替材： 溶剤種変更、水性化、無溶剤化等 

（２）排出量抑制 

発生源対策、再生使用等 
●２００４年度目標を達成 

該当部品の代替技術開発と順次代替化 

（亜鉛めっき・合金めっき・ダクロ処理・亜鉛めっき鋼板等） 

トルエン・キシレン 

使用削減 

２００３年度以降の新型車はポストPVC材へ置換 
新型車の新設部品ごとに反映・推進 PVC

環境保全活動 



17

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み 

環
境
保
全
活
動
　
環
境
負
荷
物
質
低
減
活
動
 

人と地球にナイスリー

※ ２９８ 

基準年 '００ '０１ '０２ '０３ '０５ 

当社では、トルエン・キシレンがPRTR対象物質の排出量の

多くを占めます。「トルエン・キシレン削減推進W/G」を中

心に、PRTR対象物質の使用削減に向けた活動を実施して

います。２００４年度は、塗料の代替を中心に９８トンの使用量

削減対策を実施しましたが、生産量の増加等により昨年度

の排出量よりも増加しました。２００５年度の目標に向けて、当

社並びに国内関係会社各社は一層の削減努力を続けていき

ます。 

※２００４年度のPRTR対象物質の詳細データについては、３４ページからの環境

データをご覧ください 

PRTR対象物質削減への取り組み 

土壌汚染は、生態系のみならず地下水を経由して人の健康

にも影響を与えます。２００３年２月に「土壌汚染対策法」が施

行され、汚染調査などの未然防止に加え、汚染された土地の

修復を行うことが要求されています。当社では、法施行以前

の１９９６年から自主的に土壌・地下水の調査を実施しており、

その結果を行政に報告してきました。地下水においては、１

９９９年に春日工場、２０００年に稲沢工場でトリクロロエチレン

及びその分解生成物のシス-１,２-ジクロロエチレンが検出さ

れました。春日工場では、浄化設備を設置し、流出防止と浄

化対策を継続しています。また、稲沢工場では使用実績のな

い物質が検出されたことから、定期的に測定結果を行政に

報告しています。今後も定期的な調査・測定を行い、情報を

開示しながら、いち早く対策を講じていきます。 

※地下水のデータについては３４ページからの環境データに記載しています 

有毒で難分解性の性質を持つＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）は、

２００１年「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に

関する特別措置法」が施行され、ＰＣＢ機器を、２０１６年まで

に処理することが義務付けられました。これまで適正な処理

施設がなく、当社でも絶縁油としてＰＣＢが封入されている

使用済みコンデンサー等を適正に保管・管理し、行政に報告

を行ってきましたが、２００５年９月から豊田市の日本環境安全

事業（株）にてPCBの適正処理が開始される見込みであり、

当社では早期に適正処理を実施する予定です。 

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
対
象
物
質
排
出
量
（
t
）
 

（年度） 
０ 

７００ 

６００ 

５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

８００ 

■２００４年度PRTR対象物質の排出・移動状況 

■PRTR対象物質排出量の推移 

PRTR： Pollutant Release and Transfer Register 

（環境汚染物質排出・移動登録制度） 

製　品 

２５１ 

（単位： ton） 

リサイクル 

２ 

廃棄物として 
の移動量 

７９ 

土壌への 
排出量 

０ 

水域への 
排出量 

０.２ 

化学物質 
取扱量 

７６８ 

３８３ 

大気への 
排出量 

除去 
（処理量） 

５３ 

'０４ 

※「PRTR対象物質排出量削減」の取り組みレベル 
　豊田合成「'９８年度比２分の１以下」、国内関係会社「各社別に目標を設定」 

５９６ 

７２ 

９１ 

豊田合成 国内関係会社８社合計 
 

土壌・地下水に関する取り組み 

ＰＣＢの保管 

３８３ 

７３ 
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環境保全への取り組み 3

■CO2低減活動の３つの柱 

■CO2排出量低減 ■製品梱包包装材の使用量低減 

積載効率を高め配車便数を 
少なくする活動 

ルート変更や現地生産により 
走行距離を短縮する活動 

CO2排出係数の少ない 
輸送手段へ移行する活動 

●  積載・充填率の向上 
●  ポリ箱化の推進 
●  車両仕様の見直し 
●  パレットの薄板化 
●  低積載路線の統廃合 

●  新製品の現地生産推進（直納化） 
●  現行品の現地生産推進（直納化） 
●  生産拠点の変更による距離の短縮 

●  鉄道輸送の活用 
●  フェリーの活用 

 

1 32

基準年 '０１ 

包
装
材
使
用
量
（
t
）
 

（年度） 
０ 

３００ 

２００ 

１００ 

４００ 

'０２ '０３ '０４ '０５ 

※'０１年度は豊田合成単独のデータ 

※１　新目標１０.７千t-CO2（'０３年度設定　当初目標１２.６千t-CO2） 

※'０１年度は豊田合成単独のデータ 

※１　新目標１９０トン（'０３年度設定　当初目標２４０トン） 

２８ 
３３ 

１９０　※1
１７４ 

３４４ 

３７ 

豊田合成 国内関係会社８社合計 豊田合成 国内関係会社８社合計 

基準年 '０１ 

C
O
2

排
出
量
（
千
t-

C
O
2

）
 

（年度） 
０ 

８ 

６ 

４ 

２ 

１０ 

１２ 

１４ 

１６ 

'０２ '０３ '０４ '０５ 

１１.７ 

１.３ 

１４.８ 

１.３ 

１.３ 

１０.７ 

環境保全活動 

企業活動の環境負荷要因の一つは物流工程にあり、物流部門では、地球温暖化防止や資源の有効活用の観点から、納入時のトラッ

ク輸送等で排出されるCO2の低減と、梱包時における製品包装材使用量の低減の２つのアプローチにより活動を進めています。 

どちらも２００２年度に２００５年度の当初目標を達成していることから、より高い目標を設定し、さらに高い目標に挑んでいます。 

 

物流の合理化 

CO2排出量の低減と製品梱包包装材の使用量低減 

・CO2排出量の低減活動 

CO2排出量に関しては、２００４年度は、生産増に伴う輸送量の

増加により、前年度に対して増加となりました。しかし、改善

活動により１m
3
の物量当たりの排出量（物量原単位）や売上

当たりの排出量（売上原単位）では低減しています。今後は、

CO2排出量と原単位の両方の視点から、より効率性の高い方

策を導入していきます。 

・製品梱包包装材の使用量低減 

製品梱包包装材においては、２００４年度は、前年度比２５トンの

使用量低減を達成することができました。これは、車両が切

り替わるタイミングで納入製品の梱包材の要否や梱包形態

を抜本的に見直したことと、顧客の近隣での現地生産にシフ

トしたことによるものです。 

※1
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関係会社の取り組み 4
人と地球にナイスリー

■日乃出ゴム工業の埋立廃棄物量の推移 

'００ '０１ 

埋
立
廃
棄
物
量
（
t
）
 

（年度） 
０ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

５００ 

'０２ '０３ '０４ 

日乃出ゴム工業本社 

■日乃出ゴム工業の焼却廃棄物量の推移 

'００ '０１ 

焼
却
廃
棄
物
量
（
t
）
 

（年度） 
０ 

３０ 

４０ 

５０ 

２０ 

１０ 

'０２ '０３ '０４ 

２３ 

３ 

国内のみならず海外関係会社を含む豊田合成グループ各社においても、「第３次環境取り組みプラン」を目標に、環境保全への

取り組みを強化しています。ここに一例として、積極的に活動に取り組む関係会社を報告します 

国内外関係会社の取り組み 

日乃出ゴム工業の取り組み 

日乃出ゴム工業㈱は、自動車、工業用ゴム製品製造を主力事業として

展開する豊田合成グループの関係会社であり、三重県四日市市に位

置しています。環境負荷低減に対する意識は高く、２００１年９月に環境

方針を制定。環境に関わる基準等の順守と環境負荷の低減に取り組み、

環境との調和および共生を基本として社会の発展に寄与することを

企業目標に事業を進めてきました。２００２年１２月にはISO１４００１認証

を取得し、毎年目標を設定して環境保全活動を精力的に推進していま

す。２００４年度は、原材料紙袋の廃止により廃棄物を約７.６トン削減す

る等、廃棄物削減活動を重点的に行い、前年度比埋立廃棄物１０トン、

焼却廃棄物１１トンの削減を実現することができました。 

また、自社環境保全活動のみならず、地域環境保全活動にも積極的に

参加しています。昨年は、四日市市役所の環境監査に監査員として協

力参加し四日市市長より感謝状をいただいたほか、三重県産業廃棄

物協会主催の環境美化活動に参加し、２００４年美化活動実績報告とし

て紹介されました。今後も、自動車、工業用ゴム製品の製造メーカー

として環境保全活動を最優先に、地域と共に歩む事業活動を進めて

いきます。 

TGケンタッキーの環境保全活動 

米国ケンタッキー州にあるTGケンタッキー（２００３年１２月ISO１４００１

認証取得）は、拡大する北米市場の中にあって、豊田合成グループの

北米の中核企業として内外装部品や機能部品の製造を行っています。

この地区は、ISO１４００１取得や分別回収など地域での環境保全が遅

れていた地域であり、活動はゼロベースからのスタートでした。 

このような環境下で当社が力を入れたことは、リサイクルの推進でした。

日本から送られてくるダンボールや梱包材の再利用や、各種プラスチ

ックやゴムなどの材料リサイクル、環境負荷物質や産業廃棄物の低減

などの活動を通じ、２００５年度には埋立廃棄物の半減（２０００年度比）

をめざし、着実に推進しています。 

こうした活動を地域自治体とも歩調を合わせて推進しており、なか

でも、運搬用の金属製コンテナを地元自治体（郡）に寄贈し、家庭ゴミ

の収集保管用に再利用してもらう活動では、カウンティー（郡長）から

感謝状をいただきました。今後も、ゼロエミッション工場をめざして活

動を推進していきます。 

■売上高当り埋立廃棄物量の推移 

（
t
／
百
万
ド
ル
）
 

（年度） '０２ '０３ '０４ '０５ 

８.０ 

１３.０ 

家庭ゴミの収集保管用に再利 
用された金属製コンテナ 

カウンティー（郡長） 
からの感謝状 

TGケンタッキー 

０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 
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5 各事業部の取り組み 

ボディシーリング事業部は、騒音や雨、風、ホコ
リを防ぐウェザーストリップ等を開発しており、
この分野でも環境負荷の少ない製品開発を行
っています。今回開発したガラスランは、従来
あった基底部の植毛にかわって、ゴム加硫後の
余熱でPE（ポリエチレン）シートを貼り付けた
ものです。植毛接着のための熱処理が不要に
なったことにより、エネルギー量を削減しました。 

PEシート貼りガラスランの開発 

ボディシーリング事業部 

各事業部の２００４年度取り組みハイライト 

事業部のハイライト 

省エネ、長寿命から次世代の光源として注目を
集めているのがLEDです。現在、LEDは本格
導入の時代を迎え、信号機やイルミネーション、
ディスプレイ等への普及が確実に進む一方、テ
レビやパソコンの液晶バックライト等一般工業
製品への展開も期待されています。今年春に
開幕した愛知万博では、随所で未来のLEDが
実体験できることで話題を呼んでいます。 

次世代を照らすLED

オプトE事業部 

２００５年から完全施行となった「自動車リサイク
ル法」に対応し、内外装部品事業部でもすべて
の製品でリサイクル性の向上をめざしています。
フェンダーライナーは、ホイールハウス内に装
着され、運転中の砂はね音（石衝突の際のノイズ）
を低減するものであり、今回当社は、ナイロン
製エアバッグ基布端材をリサイクル活用した、
不織布フェンダーライナーを開発しました。 

不織布フェンダーライナーの開発 

内外装部品事業部 

自動車の駆動系、制御系、操舵系、燃料系など
で使われるホース、シール類など、重要保安部
品の開発を手がけるのが機能部品事業部です。
今回、エンジンに空気を送り込むための吸気系
部品であるダクトに、ストライプ状の無反射素
材（不織布）を用いることで、従来空気を吸い
込む時に発生し、車両騒音の原因となっていた
気柱共鳴を抑制することに成功しました。 

ストライプタイプ無反射ダクト 

機能部品事業部 

セーフティシステム事業部は、「ハンドル」や「エ
アバッグシステム」の開発を進めています。ハ
ンドルには、芯金と被覆との密着のために接
着剤が塗布されており、従来は希釈溶剤とし
てPRTR対象物質のトルエンを使用してい
ました。今回、接着強度を損なうことなく、
PRTR対象物質以外の代替溶剤への変更を
実現しました。 

ハンドル用芯金接着剤のトルエン削減 

セーフティシステム事業部 

ダイキン工業様と共同開発した空気清浄機は、
購入者からも高い評価を得ています。２００５年
モデルは、カバー・バリエーションの充実、プリ
ーツフィルタ採用による有効面積の向上、イン
フルエンザ菌も除去するバイオフィルタ、臭気
分解するストリーマー放電などを採用。構造
の改良によって組み立て時間を短縮すると同
時に、塗装レスも採用しています。 

空気清浄機の開発 

特機事業部 

環境負荷の少ない製品開発 

リサイクル性の向上 エネルギー使用量の削減 

騒音の抑制 環境負荷物質低減 

環境負荷の少ない製品開発 
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人と地球にナイスリー

各事業部の取り組み 

内外装製品は、周辺部品とのデザイン上の調和や質感、さらには操作性、耐久性などが要求される分野です。2005年から完全

施行となった｢自動車リサイクル法｣に対応し、当社ではリサイクルしやすい素材であるTPO（オレフィン系熱可塑性エラストマー）

への転換を進めると同時に、すべての製品でリサイクル性の向上をめざしています。今回は、制振性、吸音性、高剛性を実現した

フェンダーライナーの開発および、センタークラスターにおける水系塗料の開発を紹介します。 

内外装部品事業部 

フェンダーライナーは、自動車のホイールハウス内に装着さ

れるもので、運転中の砂はね音（石衝突の際のノイズ）を低

減する役割を持っています。不織布をフロントで採用したの

は、日本初であり（従来はリアへの装着のみ）、今回当社は、

ナイロン製エアバッグ基布端材をリサイクル活用した不織布

シートの開発により、制振性と吸音特性を大幅に向上させる

とともに、高剛性化を実現しました。また洗車性や耐氷結性

においても、既存の不織布品以上の性能を実現しています。

２００５年３月より、トヨタ自動車様の｢ハリアーHV｣｢クルーガ

ーHV｣に採用されています。 

不織布フェンダーライナーの開発 

製品開発 

・エアバッグ基布端材のリサイクル技術を応用 
・吸音特性の向上と高剛性化を両立 
・制振性、洗車性、耐氷結性を大幅に向上 

オーディオなどを格納するコックピットのセンタークラスタ

ー塗料には、従来トルエン、キシレン等の有機溶剤が希釈溶

媒として使用されており、HAPs（有害大気汚染物質）も多

く含まれていました。今回当社は、塗料の希釈溶媒を有機溶

剤から水へ置換すべく水系塗料を適用しました。これはカナ

ダの｢TGミント｣で２００４年９月から採用されています。２００７

年４月から施行される、米国のハイレベルな有害大気汚染物

質規制｢MACT規制｣(※)にも対応したものです。希釈溶媒が

有機溶剤から水に転換したことで、従来、溶剤系塗料に含ま

れていたHAPsをほぼ４０分の１まで低減することを実現し

ました。 

センタークラスター水系塗料 

製品開発 

・水系塗料の適用により塗料希釈溶媒を有機溶剤から水へ転換 
・2007年4月から米国で施行予定のMACT規制に対応 
・トルエン、キシレンなどの有害大気汚染物質を大幅低減 

水系塗料採用による脱トルエン・キシレン化 
米国MACT規制に対応 

繊維設計により吸音率向上 
従来品と同等以上の剛性を確保 

開発品 

※MACT……Maximum Achievable Control Technology: 
　　　　　　達成可能な最高削減技術 

端材 

反毛 

不織布（拡大写真） エアバッグ 
ナイロン基布 

●製造プロセス 

●センタークラスター 

製品部 

基布トリミング端材 

製品部 製品部 

PET

PP

装着部位 

装着部位 

希釈溶媒：有機溶剤 → 水 
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5 各事業部の取り組み 

ボディシーリング事業部は、騒音や雨、風、ホコリを防ぎ、自動車の快適性を保つウェザーストリップを開発しています。従来からこ

の分野においては、製品素材としてEPDM（エチレン・プロピレン・ジエンゴム）からTPO（オレフィン系熱可塑性エラストマー）への

転換を積極的に推し進めてきました。今回は、オープニングトリムウェザーストリップのコーナー成形レスとPEシート貼りガラスランの

開発、空気式注入成形機の採用による省エネを実現した生産技術開発を紹介します。 

ボディシーリング事業部 

オープニングトリムは、自動車のボデー側ドア開口部に取り

付けられ、車外からの音の侵入を防止する部品です。右図の

コーナー部のごとく、スポンジ中空形状が追従しない部位に

ついては、従来、中空部を一部カットし、コーナー形状に合わ

せて金型成形を行っていました。しかし今回、中空部の形状

を工夫することにより、金型成形のプロセスを経ることなく、

コーナー部に追従させることを実現しました。この成形レス

の実現によってカット屑をなくし、同時にコーナー部成形の

ためのエネルギーも不要としました。現在トヨタ自動車様の

｢ハリアー｣等に採用されています。 

オープニングトリムウェザーストリップコーナー成形レス 

製品開発 

・成形レスでカット屑ゼロを実現 
・コーナー部成形のためのエネルギー量が削減 
・コーナー部の見栄え向上を実現 

自動車のドア開口部に取り付けられるウェザーストリップの

金型成形ラインは、従来、油圧ポンプによる油圧シリンダを

駆動源としてきました。今回当社は、工場内のエアを使用し

エアブースターで増圧、エアハイドロシリンダを駆動すると

いう空気式成形機を採用しました。これにより設備が小型化

されたことで省スペース化が実現、メンテナンス等の作業効

率が向上しました。さらに動力源を油圧からエアに転換した

ことで、約５０%の大幅な省エネも実現しています。約１００台

導入されている森町工場では、１時間当たり原油換算で６.５リ

ットルの省エネ効果が生まれています。 

空気式注入成形機採用による省エネ 

生産技術 

・駆動源を油圧からエアへ転換 
・約50%の省エネ効果を達成 
・設備の小型化で省スペース化を実現 

成形レスによるエネルギー低減と 
成形時における端材発生無しを実現 

空気式採用により省エネ・省スペースを実現 

改善前 改善後 

従来品 開発品 

１００ ５０ ： エネルギー使用量 

金型成形部 
押出部 

・中空形状の変更により 
　コーナー部の成形レスを実現 

・コーナー部へ組付時 
　折れジワが発生 

・別工程で型成形 

装着部位 

油圧型締 エア型締 
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人と地球にナイスリー

ガラスランは、自動車のサイドガラスを保持し、車外からの雨・

風・音等の車内への侵入を防止すると同時に、ガラスの昇降

をスムーズにする機能を持つ部品です。従来は、耐磨耗性、

耐久性を確保するため基底部に植毛が適用されていました。

その製造過程は、ゴムの押し出し加硫後、基底部に植毛して

熱硬化、さらにリップ部にウレタン塗布し熱硬化させ冷却す

るというプロセスをたどります。今回当社は、基底部に植毛

のかわりに、PE（ポリエチレン）シートの貼付という方法を

採用しました。これは、ゴムの押し出し・加硫後その余熱で

PEシートを貼り付けるというもので、植毛接着剤を硬化す

るための熱処理が不必要になったことによるエネルギー量

の削減を実現しました。また、耐磨耗性、摺動性、耐久性そ

れぞれにおいて、植毛と同等以上の機能を実現しています。

２００５年1月から量産を開始し、現在、トヨタ自動車様の

｢VITZ｣に採用されています。 

PEシート貼りガラスランの開発 

製品開発 

・植毛からPEシート貼りのガラスランに転換 
・熱処理工程が省略されエネルギー量が削減 

従来品 開発品 

製品仕様 

製品形状 

製造工程 

従来品 開発品 

押　出 

加　硫 

接着剤塗布 

植　毛 

熱硬化 

PEシート貼り 

冷　却 

冷　却 

ウレタン塗布 

熱硬化 

冷　却 

裁　断 

装着部位 

PEシート貼り 植毛 

ウレタン ウレタン 

従来工程をPEシート貼りに
変更することによって、大
幅に工程数を削減 
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5 各事業部の取り組み 

機能部品事業部では、自動車のエンジン・駆動系、制御系及び制動系、操舵系、燃料系などで使われるホース類、シール類、バル

ブ類など、自動車の基本性能を支える多くの重要保安部品の開発・製造を手がけています。今回の環境対策のポイントは、不織

布採用によるストライプタイプの無反射ダクト、EPDMエアクリーナホース、フューエルキャップのレーザーマーキング、それぞれの製

品開発に加えて、インマニガスケットのバリ無し生産技術を紹介します。 

機能部品事業部 

吸気系部品であるダクトは、エンジンに空気を送り込むため

の通路です。エンジンが空気を吸い込む時にダクトに気柱共

鳴が発生し、車両騒音を悪化させています。この対策として

従来は、レゾネータ（消音器）を装着しダクト内の共鳴を抑

制し、騒音を低減していましたが、今回当社は、ストライプ状

の無反射素材（不織布）を用いたダクトを適用することで、

共鳴の抑制を可能としました。本ダクトは、中周波域から高

周波域までの広帯域で消音効果が得られ、それにより複数

のレゾネータ削減が可能となります。その結果、質量低減、

省スペース化を実現することができました。 

ストライプタイプ無反射ダクト 

製品開発 

・ストライプ状の無反射素材により、広帯域で消音可能 
・質量低減、省スペース化を実現 

エンジンとエアクリーナを連結し、エンジンに空気を送り込

むのがエアクリーナホースです。従来このジャバラ状のホー

スには、塩素系ゴム（CR）が適用されていました。エンジン

周辺部品という重要な役割を担うホースですから、耐熱性・

耐久性・耐オゾン性が求められます。当社は環境保全の観点

から、性能を維持させつつTPO化を進める一方、複雑な形

状でTPO化が困難とされるものに対して、同等の性能を保

持するEPDMを今回より適用しました。その結果、脱ハロゲ

ン化に加え、CRに対して２０%の軽量化を実現しています。

トヨタ自動車様の｢シエンタ｣に採用されています。 

EPDMエアクリーナホース 

製品開発 

・塩素系ゴムからEPDMへの適用で脱ハロゲン化が実現 
・複雑な形状にも対応可能 
・塩素系ゴムに比べ20%の軽量化が可能に 

EPDM採用により 
脱ハロゲンを実現 

吸気騒音を抑制 
レゾネータ（消音器）の削減により 
質量低減、省スペースを実現 

開発品 

エンジンへ規定の空気量を 
送り込む部品 

装着位置 

開発品 装着部位 

○ 

○ 

○ 

○ 

１００ 

 

耐熱性 

耐油性 

耐負圧性 

耐屈曲性 

質量（指数） 

 

◎ 

○ 

◎ 

◎ 

８０ 

現行品 開発品 項　目 

●製品性能 

ス
ト
ラ
イ
プ
状
の 

不
織
布 
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給油口に装着されるフューエルキャップには、その注意項目

の記述が上面に印刷されています。従来、印刷面に硬化剤が

入った塗料と希釈用のシンナーを加えた溶剤を用いた、｢タ

ンポ印刷｣と呼ばれる方法で印刷されていました。最終工程

では、塗料の乾燥・接着手段として熱乾燥を実施しています。

今回当社は新たに、表面をレーザーによって印字する方法を

適用、一般的に採用されている導電性カーボンに様々な改

良を加えることで、レーザーマーキングを実現しました。こ

れによって、印刷に用いていた溶剤が不要となり、また熱乾

燥が省かれたことでエネルギー量の低減を実現しています。 

フューエルキャップのレーザーマーキング 

製品開発 

・印字方法を変えたことで脱溶剤化が実現 
・印刷工程の簡易化を実現 
・製造ラインにおけるエネルギー量の低減を可能に 

インマニガスケットとは、吸気管である樹脂製インマニ（イン

テーク・マニフォールド）とエンジンの間で、エンジンに流れ

る空気をシール（侵入防止）する部品であり、高い耐熱性、耐

油性が求められます。かつてその素材は金属が採用されて

いましたが、現在ゴムが一般的になりつつあります。今回当

社は成形において金型の精度を高めたことと、成形条件で

ある圧力や速さを改良したことで、廃棄物の大幅低減を実

現しました。従来の成形に比べて、約３０%の廃棄物低減を

達成しています。さらに歩留り率を飛躍的に向上しています。 

インマニガスケット成形時の廃棄物低減 

生産技術 

・金型の精度向上と条件面改良で廃棄物を大幅に低減 
・耐熱性、耐油性も従来品と同等以上に 
・歩留り率を30%向上 

成形時のバリ無しを実現 
1.7t／年の廃棄物低減 

開発品 

レーザーマーキングにより印刷用溶剤不要 
熱エネルギー低減を実現 

開発品 従来品 

装着部位 

○ 

○ 

１００ 

 

耐熱性 

耐油性 

廃棄物 

○ 

○ 

７０ 

 

現行品 開発品 項　目 

●性能・効果 

樹脂製インマニ 

タンポ印刷 レーザー印刷 

インマニ 
ガスケット（本品） 

エンジン本体 



5 各事業部の取り組み 

26

各
事
業
部
の
取
り
組
み 

セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
事
業
部
 

セーフティシステム事業部は、人と車のインターフェースとしての｢ハンドル｣の技術開発、さらに長年培ってきたノウハウを活かし｢エ

アバッグシステム｣の開発・改良を積極的に展開しています。今回は、ハンドル用芯金で使用される接着剤のトルエン削減、衝突時

に乗員の下肢を拘束し衝撃を和らげるニーエアバッグの開発、さらに物流における製品格納のための、ハンドル用リターナブルパ

レットの開発を紹介します。 

セーフティシステム事業部 

ハンドル用芯金と被覆ウレタンとの密着性を確保するために、

芯金表面には接着剤が塗布されています。従来の接着剤は、

希釈溶剤としてPRTR(※)対象物質のトルエンを使用してい

ました。今回当社は、接着強度を損なうことなく、接着剤の

希釈溶剤としてPRTR対象物質以外の代替溶剤への変更を

実施しました。２００５年度中にすべての切り替えが完了する

予定です。 

ハンドル用芯金接着剤のトルエン削減 

製品開発 

・ハンドル用芯金接着剤の希釈溶剤からトルエンを削減 
・従来と同等の接着強度を確保 

ニーエアバッグの開発 

製品開発 

・欧州で高い評価、新エアバッグでより高い安全性実現へ 
・欧州に続いて、国内でも鉛フリーを完了 

海外生産が本格化する中、物流における部品梱包に従来はダ

ンボール箱を使用していましたが、One Wayであるため大

量の廃棄物が発生していました。今回当社は、コンテナメー

カーと共同で再使用可能なハンドル用リターナブルパレット

を開発。これにより、ゴミの量（ダンボール箱1箱１.５kgで換算）

で年間１４０トンの大幅な廃棄物削減を実現しました。今後は、

汎用性を高め、積載効率をより向上させていく考えです。 

ハンドル用リターナブルパレット 

物流の合理化  

・ダンボール箱から再使用可能なパレットへ梱包を転換 
・年間140トンの大幅な廃棄物削減を実現 

ハンドル用リターナブルパレット採用により 
ダンボール廃棄物を削減 

接着剤の希釈溶剤の 
成分変更により 
トルエン削減を実現 

積み込み時 返却時 

○ 

１００ 

 

接着強度 

希釈溶剤中のトルエン（指数） 

○ 

０ 

現行品 開発品 項　目 

●性能・効果 

'０４ '０５ '０６ '０７ 

抑
制
効
果
（
t
）
 

（年度） 
０ 

７００ 

６００ 

５００ 

４００ 

３００ 

２００ 

１００ 

●ダンボール廃棄物削減効果 
６３４ ５８４ 

４２４ 

１４０ 

ニーエアバッグは、衝突時に乗員の下肢を拘束し、衝撃を和

らげるもので、このニーエアバッグを採用したトヨタ自動車様

の｢アベンシス｣は、欧州で最も権威のある安全評価Euro 

NCAP(※)で最高ランクの５スターを獲得しました。また、本

ニーエアバッグは、欧州では導入当初から鉛フリーを実現。

国内においても、２００４年度中に鉛フリー

を完了しました。今後も新しいエアバッ

グの開発・改善を続け、より高い安全性

の実現をめざします。 

※PRTR：Pollutant Release and Transfer Register（化学物質排出移動量届出制度） 

※NCAP：New Car Assessment Program（自動車衝突安全性評価） 
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人と地球にナイスリー

LED（発光ダイオード）は、“環境に優しい次世代型の光源”として多方面から大きな期待を集めていますが、現在、いよいよ本格導入の時代

に突入したといえます。当社は、窒化ガリウム（GaN）をベースにしたLEDの開発により、オプトエレクトロニクス分野でも積極的に事業を展開し

てきました。世界トップクラスの光度を持つ青色LEDをはじめ、緑色LED、紫色LED、高光度白色LED｢TG White Hi｣、自然光に近い高光度

高演色性白色LED｢TG True White Hi｣、最近では高輝度｢TG WhiteⅡ｣を開発。多方面で当社のLEDラインナップが採用されています。 

オプトE事業部 

LEDは、その省エネ、長寿命から次世代の光源として注目を

集めています。電力消費量が従来の電球の５分の1から１０

分の1以下、耐久性が電球の１０倍以上、水銀フリーであり、

廃棄物低減、省資源にも貢献します。当社は１９８６年より研

究を開始し、青色LEDを皮切りに、光の3原色である｢青｣｢緑｣｢赤｣

すべてをLEDでまかなえるようになりました。続いて、｢紫色｣｢白

色｣を開発、２００４年１０月には、先端技術を一堂に集めた展示

会｢CEATEC JAPAN｣で、世界最高輝度を実現した白色

LED｢TG WhiteⅡ｣を発表しました。このLEDは、携帯電話

のバックライトに適用されています。 

現在、LEDは本格導入の時代を迎え、性能が向上するととも

に、バリエーションも多彩になりつつあります。信号機や街中

のサイン、イルミネーション、ディスプレイ等で、LEDへの代替・

普及が確実に進んでいます。省エネのキーデバイスとして、

例えば、温室効果ガスの削減が義務付けられている「京都議

定書=COP３」（２００５年発効）においても、その寄与度にお

いて有望視されています。今後は、テレビやパソコンの 液晶

バックライトなど、一般工業製品への展開も期待されます。 

また、今年春に開幕した愛知万博では、会場の案内板、ディス

プレイ、無人バスの照明などに加え、トヨタ自動車様が出品

している未来の自動車｢i-unit｣や｢i-foot｣の光源にLEDが

採用されています。LEDは、次世代の光源として大きな期待

と使命を担っており、当社も今後一層注力していく考えです。 

次世代を照らすLED

製品開発 

・性能向上、バリエーション拡大で本格導入の時代へ 
・温室効果ガス削減への寄与に期待 
・照明分野をはじめ、多彩な分野に用途拡大 
・愛知万博で未来のLEDを実体験 

照明への適用 

ガソリンスタンド照明 

非常灯 

冷蔵庫除菌用光源 TG True White Hi

大型フルカラーディスプ レイ 
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5 各事業部の取り組み 

特機事業部では、通信・OA機器から家電品、農業・建設・産業機器、高齢者向け介護、生活関連機器など、自動車で培った技

術と独自開発技術を組み合わせ、自由な発想で事業フィールドを拡大しています。今回は、集塵・脱臭の機能を高めた空気清浄

機の開発と、携帯電話筐体の製造工程における品質保持活動について紹介します。 

特機事業部 

ダイキン工業様と共同開発した空気清浄機は、購入者からも

高い評価を得ている人気商品となっています。２００５年モデ

ルは、カバーが多彩になりバリエーションが増えたことに加え、

インフルエンザ菌にも効果を発揮するバイオフィルタ、波上

のプリーツフィルタの採用で有効面積をアップしました。ま

たストリーマー放電によって高速電子での臭気分解を実現

しています。これらにより部品点数は増えたものの、ハーネ

スの最短経路の設定、処理作業の簡素化といったモノづくり

主体の構造の改良によって昨年モデルに対し1台当たりの

組立時間の短縮を可能にし、組立エネルギーの削減を実現

しました。また、昨年モデルに引き続き塗装レスも採用しま

した。 

空気清浄機の開発 

製品開発 

・バイオフィルタ、ストリーマー放電で機能向上 
・モノづくり主体の構造採用により組立エネルギーを削減 
・塗装レス化で環境負荷低減に寄与 

携帯電話筐体の製造過程で、大きなテーマとなっているのが、

プラスチック射出成形の二次加工における不良品の発生です。

色調、ブツ不良などの塗装不良、あるいはキズ・打痕などに

よる不良品の発生率をいかに下げるかは重要な課題であり、

そのための生産技術、品質向上活動を積極的に進めています。

また、作業者の意識の向上を促すことによって品質のレベル

アップを図るとともに、問題が発生したとき、いかに迅速に

対応するか、ルールを定めてそれを遵守する標準化作業に

も取り組んでいます。整理、整頓、清潔、清掃、しつけといっ

た｢５S｣の維持・管理も重要なことと捉え、徹底した姿勢で臨

んでいます。 

携帯電話筐体の製造工程における品質活動 

品質活動 

・色調、ブツ不良などの不良品率低減がテーマ 
・ルールを定めた標準化作業への取り組み 
・｢5S｣の維持・管理を徹底 

②
バ
イ
オ
抗
体
フ
ィ
ル
タ
ー 

空気清浄機 

■空気清浄のしくみ 

携帯電話 

汚
れ
た
空
気 

キ
レ
イ
な
空
気

キ
レ
イ
な
空
気 
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人と地球にナイスリー

当社では「経営理念」の考え方に基づき、法令遵守にとどまらず、企業倫理の遵守を確保するため、トップのイニシアティブにより、

社員一人ひとりへのコンプライアンスの浸透を図っています。 

コンプライアンス 

当社の取り組み ■経営理念を補完し、社員の行動指針としてまとめられた 
　「豊田合成行動倫理ガイド～CSRの推進のために～」（一部抜粋） 

行動倫理相談窓口「ライトボイス」 

企業の社会的責任 

会社が社会から信頼と共感を得て活動していくために、社会的に有
用な製品の提供をはかるとともに、不祥事を未然に防止するための
体制整備等により企業倫理の徹底をはかる。 

 

会社と社員との関係 

1. 健全で働きやすい職場づくり 
社員が相互に協力し合い、切磋琢磨して職務の効率的な遂行に努め
るとともに、個人の人格・個性を尊重し、差別的行為・セクシュアルハ
ラスメント等を行わず、労使協調のもとで常に健全で働きやすい職場
づくりを心掛けることを基本とする。 

 

会社の事業活動 

5. 環境保全活動 
開発・生産・販売の事業活動から廃棄までのすべての段階において、
TGグループとして、顧客・仕入先・地域・行政等とも協力・連携し、環
境に配慮した事業活動を行うことを基本とする。 

 

社会との関係 

1. 企業広報活動 
幅広いステークホルダー（株主・投資家・顧客・取引先・地域社会・社
員等の利害関係者）に対して、継続的な企業情報の開示提供を積極
的かつ公正に行うことを通じて、社会から信頼される企業としての広
報活動を行うことを基本とする。 

2. 社会貢献活動 
「社会との共生」のために、積極的な社会貢献活動を通じ、社会から
信頼される「良き企業市民」をめざすことを基本とする。 

 

私的行為 

1. 健全な社会生活 
私的行為においても、法令遵守に留まらず、社会通念に照らして健全
な社会生活を送ることを基本とする。 

当社は経営理念に「社会との共生」を掲げ、早くから「内外

の法、国際ルールおよびその精神を遵守」することを推進し

てきました。１９９８年に社長を委員長、全役員をメンバーとす

る企業行動倫理委員会を立ち上げ、各部門に法務連絡者を

設置。全社体制の基盤を確立すると同時に、経営理念を具

現化した「豊田合成行動倫理ガイド」を作成、社内各部門に

配布しました。そして、２００４年、昨今のCSR（企業の社会的

責任）の重要性に鑑み、企業行動倫理委員会の総意として、「豊

田合成行動倫理ガイド」を全面改訂し、全社員に配布しました。 

・当社におけるコンプライアンスの位置付け 

コンプライアンスは、「法令を守る」ことにとどまることなく、

「社内・業界のルールから、社会の良き構成員として求めら

れる倫理観を含めた社会規範に至るまでを、強く意識して行

動する」ということと位置付けています。 

・当社におけるCSRの位置付け 

企業の本分は「利潤の追求であってその活動プロセスがフ

ェアーであれば良い」というだけではなく、「経済・環境・社

会面において、株主・顧客・社員・地域社会等いわゆるステー

クホルダーが企業に期待することに応え続けることを、事業

活動にビルトインすること」も、良き企業市民として認めら

れるための要件です。CSRは、そのようなプロセスをもって

果たす企業の責任のことと位置付けています。 

・豊田合成行動倫理ガイド～CSRの推進のために～ 

２００４年、CSRの重要性に鑑み、「豊田合成行動倫理ガイド」

を全面改訂しました。改訂のポイントは、①コンプライアンス

（法令・社内ルール・企業倫理の遵守）体制を確立する、②働

きやすい職場環境を実現する等人間尊重の経営に努める、

③省エネ製品等社会に有益な製品の

開発・提供に努める、④ステークホル

ダーの理解を得ながら、環境保全や

社会貢献活動にも積極的に取り組む、

⑤国内外の顧客や仕入先、関係会社

のCSR遂行状況にも関心を持つ、と

いうものです。これにより、全社員の

行動基準がより明確になりました。 

今後の取り組み 
 新たに全面改訂した「豊田合成行動倫理ガイド」を柱に、リ

スク別・階層別法務教育等の啓蒙活動を通じ、また企業とし

ての健全な自浄能力を高めていくことで、コンプライアンス

の強化に努めてまいります。 

当社は、社員一人ひとりの権利と立場を尊重するため、また

企業としての健全な自浄能力を維持するため、複数の相談

窓口を設置しています。２００４年には

新たに専門の弁護士に相談できる社

外窓口「ライトボイス」（通称）を設け

ました。社員のみならず、家族からの

相談も受けられるようになっており、

相談者のプライバシーは厳守、かつ相

談したことにより不利益な扱いを受け

ることはありません。 

豊田合成行動倫理ガイド 

キ
レ
イ
な
空
気 
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当社の社会貢献・コミュニケーション活動の特徴は、当社の独自の技術力や強みを生かしながら、社員一人ひとりが自発的な意思

をもって地域交流活動や社会貢献活動に積極的に参加している点です。一人ひとりの活動が社会から信頼される「良き企業市

民」の要因であることを認識し、これからも積極的に活動を進めていきます。また、活動情報は、ステークホルダーとのコミュニケーシ

ョン活発化のために、様 な々かたちで開示しています。 

社会貢献・コミュニケーション活動 

尾西LEDビジョン 
デジタルコンテンツコンテスト開催 

世界カヌーポロ選手権大会協賛 

愛知県三好町は、池が多い自然環境を活かした「カヌーの町」

として地元では有名です。２００４年、この町で行われたアジア

初の開催となる「世界カヌーポロ選手権大会」に、当社並び

に豊田合成九州が協賛し、スタート台となる「浮き桟橋」を

無償で貸し出しました。この「浮き桟橋」は豊田合成九州が

開発した製品で、その性能の良さから大会関係者の方から

多大な好評をいただきました。 

デジタルコンテンツコンテスト表彰式 

スマトラ沖地震義援金寄付 

大会の様子 設置された「浮き桟橋」 

義援金の寄付 

 

清掃活動風景 

ボランティア活動 

・交通安全 愛のバレンタイン作戦 

当社では、毎年２月１４日のバレンタインデーに、事業所のあ

る地元の幼稚園、保育園を訪問し、交通安全の啓蒙活動「愛

のバレンタイン作戦」を行っています。当社社員がぬいぐる

みを身にまとい、地元の警察署の方々と共に、紙芝居やビデ

オを使って園児たちに交通ル

ールを守ることの大切さを伝

えています。今では、園児たち

も楽しみにしている当社の恒

例行事の一つとなっています。 

・事業所周辺の清掃活動 

当社のもう一つの恒例行事と言えば、各事業所周辺の清掃

活動が挙げられます。年に数回、各事業所独自で行ったり、

地元自治体の呼びかけに応える形で参加したりと形態は様々

ですが、年々主体的に参加す

る従業員の数が増えており、地

域からも評価をいただくよう

になりました。これからも、地

域に貢献できる機会として積

極的に活動を推進していきます。 

・車椅子ドクターズ 

年十回、社内有志が集まって稲沢市内の老人福祉施設や市

民病院等を訪ね、車椅子の点検・修理を行っています。この

活動は長年継続して行わ

れており、病院や施設の関

係者並びに使用者の皆さ

んから感謝の声をいただ

いています。 

尾西工場に設置しているLEDビジョンは、当社LEDを約４５

万個使用したフルカラーディスプレイで、より広く地域の方々

にも活用していただこうとの考えから、尾西市（現一宮市）

や一宮市などの地元自治体や警察等の広報活動にも有効に

使われています。また、その表現力を活かしてコンピュータ

総合学園HAL様との協力に

より、生徒を対象に「デジタル

コンテンツコンテスト」を開

催し、デジタルクリエイターを

めざす多くの学生の皆さんを

支援しています。 

 

グローバルに事業を展開しつつ地域密着を推進する当社お

よびグループ会社は、震災を受けた各地域の一日も早い復

興を願い、日本赤十字社などを通じて災害義援金を寄付して

います。新潟県の中越地震では当社から、三重県の海山町豪

雨では地元にあるグループ会

社の海洋ゴムと共に、スマトラ

沖地震と津波による被災には、

タイ、インドネシア、オーストラ

リアなどの現地法人と協同で

義援金の寄付を行いました。 
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TGフェスティバルの地域への開放 

「愛・地球博」への協賛 

情報開示 

・環境報告書による情報開示 

当社では、２０００年度より「環境報告書」を発行し、積極的に

環境情報の開示に努めてきました。２００３年度より社会的側

面を増やし、「環境・社会報告書」として広く地域・社会の方々

に情報を開示しています（本報告書の情報は、以下の当社ホ

ームページでも閲覧いただけます。また、英文版ホームペー

ジも開設しています）。 

http://www.toyoda-gosei.co.jp/kigyou/kankyou/houkoku.html 

・マスコミ、アナリスト向け工場見学会の実施 

情報開示の観点から、当社では広くマスコミ、アナリスト関

係者の方々を対象に、工場見学会を開催しています。２００４

年は、LED事業の主力工場である平和町工場の見学会を実

施。環境にやさしい次世代型の光源であるLEDの製造工程

を初めて公開し、実際に見ていただく一方、最新LED技術の

紹介や今後の市場予測について説明を行いました。 

チャリティバザー 

小学生の工場見学 

長久手愛知県館 
平和町工場見学会 

LEDを使った創作活動 小学生の工場見学受け入れ・ 
小学校教諭の工場見学受け入れ 

愛知県武豊町は、子どもたちに「モノづくり」教室を積極的

に開催している自治体であり、「ゆめホタル」はLEDを使っ

た創作活動や環境教育を推進する活動です。当社もLEDの

寄付などを通じて協力しており、昨年はＬＥＤの寄付のほか、

当社従業員がボランティアとして活動に参加しました。 

武豊町「ゆめホタル」 
ＬＥＤの寄付と従業員のボランティア参加 

TGフェスティバルは、全社員はもちろん、家族や関係会社さ

らには地域住民の方々に楽しんでいただこうと行われる全

社挙げての「お祭り」です。キャラクターショーやお笑いパフ

ォーマンスのほか、社員による各種模擬店や昔ながらの子ど

もの遊びコーナーが用意され、

多くの来場者の方に楽しんでい

ただいています。また、恒例のチ

ャリティバザーでは、前年以上の

売上を記録、日本赤十字社海外

救援金として寄付を行いました。 

当社春日工場では、例年地元小学生の工場見学を受け入れ

ています。「モノづくり」の現場を見学するという社会科授

業の一環で行われているもので、パンフレットは事前に先生

たちに協力いただき、授業にもとづいた内容にしてあります。

また、昨年は「小学校の先生たちに民間企業の厳しさを体験

させて欲しい」との要請を受

け、地元の先生たちの工場

見学も受け入れ、厳しい市場

環境の中でのコスト低減、品

質管理への取り組みを学ん

でいただきました。 

 

２００５年３月２５日から開催された国際博覧会「愛・地球博」で

は、当社は多数の事業やパビリオンに協賛しています。長久

手愛知県館へのLEDディスプレイの無償提供をはじめ、壁全

体が巨大なディスプレイ

となっているバイオラン

グ（巨大な緑化壁）の照明

部などでLEDの提供を行

っています。 



32

社会との関わり 6

社
会
と
の
関
わ
り 

従
業
員
と
の
関
わ
り
 

当社は、経営理念に「人間性の尊重」を掲げ、従業員が心身ともに健康で、活躍できる「場」づくりを進めています。具体的には、『安

全衛生活動の強化による、災害「０（ゼロ）」の安心な職場づくり』を会社方針に定め、安全衛生活動や従業員の健康管理を徹底す

る一方、従業員の能力を最大限に発揮できるように常に人材の育成を図っています。 

従業員との関わり 

安全衛生・健康管理 

・安全衛生 

職場の安全衛生および従業員の健康管理は、品質・環境とと

もに企業の根幹に関わる重要事項と捉え、当社は経営理念

のもと徹底・浸透を図っています。まず、安全衛生においては、

２００４年度は「階層別管理者の安全衛生教育」をはじめとす

る安全衛生活動を展開しましたが、災害件数は４件と目標と

していた「０」災害には至りませんでした。しかし、教育を徹

底したことにより、職場の安全意識の向上と職場環境の改善

においては一定の成果を挙げることができました。 

・健康管理 

また、健康管理においては、重点的にメンタルヘルスケアの

推進を行った結果、いくつかの顕著な成果を挙げることがで

きました。例えば、長期欠勤者に対して行った職場復帰の長

欠解除診断は本人だけで行わず、加えて家族や主治医さら

には職場の上司も参加し、情報の共有を密に行うといったフ

ォロー体制を敷いたことが功を奏し、現在も再発の防止に役

立っています。また、管理監督者用と一般従業員用とに分け

てイントラネット上で情報提供やフォロー教育を行うほか、

専属産業医による海外拠点従業員並びに家族への巡回も行

うなど、多岐にわたってメンタルヘルスを含む健康管理の推

進に努めています。 

'９８ '９９ '００ '０１ '０２ '０３ '０４ （年度） 

全製造業 

■労働災害発生率（休業度数率）の推移 

０ 

０.５ 

１.０ 

１.５ 

輸送器具製造業 

豊田合成 

休業度数率= ×１００万 
休業災害件数 
延べ労働時間 

労働安全衛生マネジメント（OSH-MS）の導入に
よる自主管理体制の整備 

■２００４年度の主な取り組み 

基本に戻った階層別管理者の安全衛生教育の実施 

関連会社および派遣・請負業者に対する安全衛生
指導の実施 

頻発停止設備のリスクアセスメントの実施 

受動喫煙対策など作業環境の改善 

1

2

3

4

5

メンタルヘルス教育風景 
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人材育成・雇用 

■教育体系 

■教育推進体制 

■障害者雇用率の推移 

技術者教育委員会 

技術者教育委員会 

教育委員会 

分科会 

技能系教育委員会 

全社GPC推進委員会 

分科会 

OJTの進め方 
QC的な仕事の進め方（基礎） 

１.９％ 
２ 

３ 

１ 

０ 
’０１ ’００ ’０２ ’０３ ’０４ （年度） 

・人材育成 

当社では、「企業力＝人材。その人材はつくりだすもの」とい

う価値観を全社員が共有し、常に仕事を通じて人材が育って

いる状態をめざし、グローバル人材の育成にも努めています。

社員と会社は車の両輪との考え方のもと、社員には行動指

針として「自責」「成長」「挑戦」を求め、会社は「人材育成」

「QC的な仕事の進め方」「役割と行動」の３本を教育の柱に

階層別教育を行っています。また、若手技術者を主体とした「技

術者教育」と、ライン系の保全技能・ものづくり技能を軸とし

た「技能系教育」により、人づくりを図っています。海外拠点

に対しても、管理監督者・エンジニアを対象にGPC（グロー

バルプロダクションセンター）を開講して、人づくりを進める

とともに、国内で培ったモノづくりの標準を世界の豊田合成

グループ内で共有することを推し進めています。教育の推進

に当たっては、副社長を委員長とする教育委員会を軸に、技

術者教育委員会と技能系教育委員会が柱となって人材の育

成を牽引しています。 

・障害者雇用 

２００５年３月現在、８６名の障害者がさまざまな職場で各種業

務に従事しています。障害者雇用率は１.９%で、法定雇用率

１.８%を達成しています。 

法定雇用率1.8％ 

教育の柱 階層別教育 共通知識 
基礎専 
門教育 

Ｑ
Ｃ
的
な
仕
事
の
進
め
方
　
　 

役
割
と
行
動 

人
材
育
成 

部長マネジメント研修 

室長マネジメント研修 

問題解決インストラクター研修 

　班長研修 

5級研修 

3級研修 

新入社員研修 

職
場
Ｏ
Ｊ
Ｔ 

事
務
系
、
技
術
系
、
技
能
系 

共
通
教
育
（
財
務
／
原
価
・
法
務
等
） 

語
学
教
育 

GL・課長マネジメント研修 

　係長マネジメント研修 
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環境データ 

愛知県稲沢市平和町下三宅折口７１０　・主要製品　ボディシーリング製品、機能部品、セーフティシステム製品、オプトエレクトロニクス製品 平 和 町 工 場  

愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑１番地　・主要製品　機能部品、ボディシーリング製品 

■PRTRデータ 

物質名 取扱量 

アジピン酸ビス（２-エチルヘキシル） 

２-イミダゾリジンチオン 

N-シクロヘキシル-２-ベンゾチアゾールスルフェンアミド 

チウラム 

フタル酸ジ-n-ブチル 

フタル酸ビス（２-エチルヘキシル） 

１,７３３ 

２,７９８ 

１３,０７４ 

１５,９４３ 

５,９８２ 

７,０３１ 

排出量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

大気 水域 土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

２６０ 

４１４ 

２,０６８ 

８６１ 

８９７ 

１,０２８ 

移動量 
（廃棄物としての移動量） 

リサイクル量 

０ 

１ 

６８ 

０ 

０ 

１０ 

除去（処理）量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

消費量 

１,４７３ 

２,３８２ 

１０,９３９ 

１５,０８２ 

５,０８５ 

５,９９３ 

■地下水 

■法律等違反なし　■苦情なし 

測定項目 環境基準 実績 

トリクロロエチレン 

シス-１,２-ジクロロエチレン 

０.０３ 

０.０４ 

ND（０.００２未満）～０.０２８ 

ND（０.００４未満）～０.１７９ 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

■PRTRデータ 

物質名 取扱量 

アンチモン及びその化合物 

２-イミダゾリジンチオン 

エチルベンゼン 

キシレン 

N-シクロヘキシル-２-ベンゾチアゾールスルフェンアミド 

N,N-ジメチルホルムアミド 

チウラム 

１,３,５-トリメチルベンゼン 

トルエン 

ビス（N,N-ジメチルジチオカルバミン酸）亜鉛 

フタル酸ジ-n-ブチル 

フタル酸ビス（２-エチルヘキシル） 

ポリ（オキシエチレン）=アルキルエーテル 

無水フタル酸 

５,７４５ 

８,０３４ 

１,４３３ 

５３,０９２ 

１６,４１８ 

２,６２４ 

２４,７４１ 

２,１４８ 

７２,９９５ 

１０,８０６ 

３１,１８９ 

２７,４８３ 

１,０７９ 

１,５５３ 

排出量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１,２３５ 

４６,５２１ 

０ 

１,９９２ 

０ 

１,８８４ 

５５,３８６ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

大気 水域 土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

２８７ 

３２１ 

１９８ 

６,５７１ 

６５７ 

６３２ 

１,３３６ 

２６４ 

１７,６０９ 

４３２ 

１,５５９ 

１,９００ 

１,０６９ 

７２ 

移動量 
（廃棄物としての移動量） 

リサイクル量 

５７ 

３２１ 

０ 

０ 

６５７ 

０ 

０ 

０ 

０ 

４３２ 

３１２ 

９４ 

０ 

１４ 

除去（処理）量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

消費量 

５,４０１ 

７,３９１ 

０ 

０ 

１５,１０４ 

０ 

２３,４０５ 

０ 

０ 

９,９４１ 

２９,３１８ 

２５,４９０ 

１１ 

１,４６７ 

■法律等違反なし　■苦情なし 

測定項目 規制値 実績 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

チウラム 

ふっ素 

７.６ 

６.１ 

１.２ 

０．０５ 

２.０ 

０.７ 

ND 

０.２３ 

春 日 工 場  

静岡県周智郡森町睦実１３１０番地の１２８　・主要製品　ボディシーリング製品、機能部品 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

測定項目 規制値 実績 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

コージェネ（重油） 

ボイラー（重油） 

コージェネ（重油） 

０.２５ 

０.１ 

１８０ 

９５０ 

０.０1 

ND 

９７ 

７２０ 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

測定項目 規制値 実績 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

チウラム 

ふっ素 

亜鉛 

７.６ 

５.５ 

１０.３ 

ＮＤ 

０.００３ 

ＮＤ 

０.２０ 

５.８～８.５  

２５ 

５０ 

５ 

０.０６ 

８ 

０.５ 

５.８～８.６  

２５ 

３０ 

５ 

１２０ 

１６ 

０.０６ 

８ 

森 町 工 場  

 

ばいじん 

 

 

NOX

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

コージェネ（ガス） 

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

コージェネ（ガス） 

 

 

０.１５ 

０.０５ 

０.０５ 

１４０ 

１２０ 

２００ 

０.００１ 

０.００１ 

０.０４ 

７２ 

４３ 

１８６ 

規制値 実績 測定項目 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

銅 

亜鉛 

ふっ素 

フェノール類 

溶解性鉄 

マンガン 

５.８～８.６ 

１２.５ 

１５ 

２ 

１２０ 

１６ 

０.５ 

２.５ 

７.５ 

０.２５ 

５ 

５ 

規制値 測定項目 

７.１ 

１.７ 

０.４ 

０.０５ 

６.６ 

０.１２ 

０.００２ 

０.０５ 

０.３８ 

ND 

０.２５ 

ND

実績 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

 

２-アミノエタノール 

エチレングリコール 

キシレン 

トルエン 

３,７６４ 

１２,０８９ 

１５,０８２ 

６７,３８５ 

大気 

０ 

０ 

１４,０２７ 

６６,１９０ 

水域 

０ 

１２１ 

０ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

３,７５６ 

４,９５７ 

１,０５６ 

１,１９５ 

０ 

０ 

０ 

０ 

８ 

０ 

０ 

０ 

■PRTRデータ 

０ 

７,０１２ 

０ 

０ 

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 

■法律等違反なし　■苦情なし 

ばいじん 

 

 

NOX

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

コージェネ（ガス） 

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

コージェネ（ガス） 

 

 

０.２５ 

０.１ 

０.０５ 

２３０ 

１５０ 

６００ 

ND 

０.０１ 

ND 

５６ 

４３ 

１２４ 

規制値 実績 測定項目 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 
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人と地球にナイスリー

愛知県一宮市明地字東下城４０　・主要製品　内外装製品、セーフティシステム製品 

【 期 　 間 】 

【 大 　 気 】 

【 水 　 質 】 

【 地 下　水 】 

【 P R T Rデータ】 

● '０４年４月～'０５年３月 
● 単位はNOx:ppm, ばいじん:mg/Nm3　● ND：定量下限値以下（検出されない）　● 実績の値は測定実績の平均値を示しています。 
● 単位はpH を除きmg/L, pH：水素イオン濃度　● BOD：生物化学的酸素要求量　● SS：水中の懸濁物質濃度　● ND：定量下限値以下（検出されない）　● 実績の値は測定実績の平均値を示しています。 
● 単位は mg/L 
● 単位はkg　※1kg以下の数値は四捨五入しています。総量と取扱量の数値が一致しない場合があります。 

尾 西 工 場  

稲 沢 工 場  愛知県稲沢市北島町米屋境１番地　・主要製品　内外装製品、機能部品 

２００５年６月 

豊田合成株式会社 

総務部　総務室 

愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑１番地 

TEL:０５２-４００-１０５５ 

FAX:０５２-４０９-７４９１ 

施設環境部　環境管理室 

愛知県稲沢市北島町西の町３０番地 

TEL:０５８７-３４-３２９１ 

http://www.toyoda-gosei.co.jp

発 行 日  

発 行 元  

連 絡 先  

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 
 

エチルベンゼン 

キシレン 

トルエン 

９,３１７ 

３３,４７３ 

７３,４１１ 

大気 

８,７１３ 

３１,３１７ 

６８,７１４ 

水域 

０ 

０ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

６０４ 

２,１５７ 

４,６９７ 

０ 

０ 

０ 

０ 

 

０ 

０ 

０ 

■PRTRデータ 

０ 

０ 

０ 

測定項目 規制値 実績 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

０.００３ 

０.０２５ 

８８ 

１７１ 

０.３ 

０.０５ 

１８０ 

６００ 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

５.７～８.７ 

３００ 

３００ 

８０ 

規制値 測定項目 

７.１ 

５８.８ 

１８.９ 

４.２ 

実績 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

■法律等違反なし　■苦情なし 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

コージェネ（ガス） 

ボイラー（重油） 

コージェネ（ガス） 

 

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

六価クロム 

全クロム 

銅 

亜鉛 

ふっ素 

ほう素 

５.８～８.６ 

２５ 

３０ 

５ 

１２０ 

１６ 

０.５ 

２ 

１ 

５ 

８ 

１０ 

規制値 測定項目 

７.１ 

６.６ 

５.１ 

ND 

１２.３ 

１.４９ 

０.００９ 

０.０２ 

０.０３０ 

０.１２ 

０.３５ 

１.９２ 

実績 

■水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

 

エチルベンゼン 

キシレン 

クロム及び三価クロム化合物 

六価クロム化合物 

銅水溶性塩（錯塩を除く） 

トルエン 

ニッケル金属 

ニッケル化合物 

フタル酸ビス(２-エチルヘキシル) 

ほう酸及びその化合物 

りん酸トリス（ジメチルフェニル） 

５,３３７ 

２７,５４５ 

２,４１６ 

６,２０７ 

３,０５５ 

６０,４７１ 

５０,９９８ 

５７,４１７ 

３０,７２１ 

１,１２３ 

２,０７４ 

大気 

４,９６３ 

２５,６１７ 

０ 

０ 

０ 

５６,２３８ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

水域 

０ 

０ 

２４ 

０ 

３１ 

０ 

０ 

１１ 

０ 

１１ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

３７４ 

１,９２８ 

２,３３７ 

０ 

２,２９１ 

４,２３３ 

０ 

７,４５３ 

２,１５６ 

８４３ 

１４５ 

０ 

０ 

４ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

２,４８３ 

０ 

０ 

５０,９９８ 

０ 

０ 

０ 

０ 

■PRTRデータ 

０ 

０ 

５１ 

３,７２４ 

７３３ 

０ 

０ 

４９,９５２ 

２８,５６５ 

２７０ 

１,９２８ 

測定項目 環境基準 実績 

トリクロロエチレン※ 

シス-１,２-ジクロロエチレン※ 
ND（０.００２未満）～１.０４ 

ND（０.００４未満）～０.１７９ 

０.０３ 

０.０４ 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

 

０.３ 

０.１ 

１８０ 

なし 

０.００１ 

ND 

８７ 

２４ 

規制値 実績 測定項目 

■大気（大気汚染防止法、県条例等） 

※使用実績のない物質 

■地下水 

■法律等違反なし　■苦情なし 



発行　２００５年６月 

印刷インクには、環境に優しい 
「大豆油インク」を使用しております。 

古紙配合率100% 
白色度83%再生紙を使用しています。 

本報告書は、当社の使用済み紙資源を 
原料とした再生紙を使用しています。 

人と地球にナイスリー
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